










【12】ソフトテニス競技 
 
１ 期 日  令和 3 年 8 月 21 日（土）～22 日（日）2 日間 

種  別 8 月 21 日（土） 8 月 22 日（日） 

成年男子 各府県総当たりリーグ戦 各府県総当たりリーグ戦 

成年女子 各府県総当たりリーグ戦 各府県総当たりリーグ戦 

少年女子 各府県総当たりリーグ戦 各府県総当たりリーグ戦 

 

２ 会 場  蜻蛉池公園テニスコート 

        〒596-0816 大阪府岸和田市尾生町 2494    TEL 072－441－8451 

 

３ 種目及び参加人員 

 種別 本大会出場府県数 監督 選手 参加府県数 小計 合計 

成年男子 3 1 5 6 36 

108 成年女子 2 1 5 6 36 

少年女子 3 1 5 6 36 

 

４ 競技上の規程及び方法 

 （１）競技は全て公益財団法人日本ソフトテニス連盟ソフトテニスハンドブックにより行う。 

 （２）試合方法について 

   ① 第 76 回国民体育大会ソフトテニス競技の競技上の規程及び方法による。 

   ② 各種別ともリーグ戦方式による。 

 （３）監督について 

   ① 各種別に監督を配置し、他種別と兼ねることはできない。 

   ② 監督を選手が兼ねることはできない。 

 （４）選手・監督の交代について 

   ① 選手・監督の交代は、原則として認めない。ただし、特別な事情があるときは、その理由

を明記して監督会議開始前までに、当該府県体育・スポーツ協会会長・競技団体長より、選

手交代届を競技委員長に提出し、承認された者に限り出場できる。 

   ② 選手と監督の入替えは認めない。 

 

５ 参加資格、所属府県及び選手の年齢基準 

  第 76 回国民体育大会、総則 5 に定めるものとする。 

  なお、少年種別に参加できる選手には、2006 年 4 月 2 日から 2007 年 4 月 1 日までの間に生まれ

た中学 3 年生も含むものとする。 

  監督については、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ソフト

テニスコーチ１、公認ソフトテニスコーチ２、公認ソフトテニスコーチ３、公認ソフトテニスコ

ーチ４のいずれかの資格を有していること。 

   

６ 参加上の注意 

 （１）各府県の選手は、競技の際に、必ず府県名・姓(苗字)を記載したゼッケンを着用すること。 

    なお、所属名、学校名は記載しないこと。 

 （２）各府県の監督は、選手の健康状態を十分に把握し事故のないよう配慮すること。 

 

７ 開始式（監督会議） 

  成年男子・成年女子・少年女子 

日 時  令和 3 年 8 月 21 日（土）9 時 00 分～ 

   会 場  蜻蛉池公園テニスコートミーティングルーム 
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【13】卓球競技

種　　別 ８月２８日（土） ８月２９日（日）

成年男子 リーグ戦２試合

１３：００～

リーグ戦３試合

９：００～
成年女子

少年女子

２　会　場
 東和薬品ＲＡＣＴＡＢドームサブアリーナ(大阪府立門真スポーツセンター)

　〒571-0015 大阪府門真市三ツ島３丁目７−１６ TEL072-881-3715

　　　　　電車の場合　OsakaMetro 鶴見緑地線「門真南駅」下車すぐ

　　　　　お車の場合　近畿自動車道、北行き「大東鶴見」、南行き「門真」出口を降りてください。

種　　別 本大会出場府県数 監　　督 選　　手 参加府県数 小　　計 合　　計

成年男子 2 1 3 6 24

７２成年女子 4 1 3 6 24

少年女子 2 1 3 6 24

４  競技上の規定及び方法
(1) 競技規則は、現行の日本卓球ルールによる。(１１本５ゲームマッチ、タイムアウト制採用 )

(2) 各府県総当たりリーグ戦による。

(3) 試合方法

　　各種別とも 3名の選手からなる。５シングルスで試合を行う。

　　但し、外国籍選手はＣまたはＺのみに出場できるものとする。

(4) 使用球は、公益財団法人日本卓球協会公認球：４０ｍｍホワイト・プラスチックのみとする。

(5) 競技服装は、所属するチームの名称・マークのあるものは使用できない。

　 但し、ユニフォーム、ゼッケン等は、近畿ブロックの申し合わせ事項により適用外とする。

(6) リーグ戦については、成年男子・少年女子は第７４回、成年女子は第７３回大会の成績に基づき、

　　試合順序は競技プログラム記載の競技日程のとおり行う。

　　　　

５　参加資格、所属府県及び選手の年齢基準

①参加資格

　　(ア ) 日本国籍を有する者であることとするが、監督及び選手のうち、次の者については、日本国

　　　　　　籍を有しない者であっても成年又は少年の種別に参加することができる。

　　　(1) 出入国管理及び難民認定法に定める在留資格のうち永住者。

　　　(2) 学校教育法第１条に定める学校に在籍する学生及び生徒。但し出入国管理及び難民認定法に

　　　　　　定める在留資格のうち、就学生 (主に高校生 )及び家族滞在 (中学３年生 )については、大 

 　　会実施要項が定める参加申込締切時に 1年以上在籍していること。

　　　　  また、留学生 (主に大学生 )については、参加できない。

　　　(3) 参加しようとする当該以前に前号 (2) の規定に該当していた者。

　　(イ )　各競技の選手及び監督は、所属府県の当該競技団体長と体育・スポーツ協会が代表として認 

 め、選抜した者であること。

　　(ウ )　第７４回大会又は第７５回大会（都道府県大会及びブロック大会を含む）において選手及び

　　　　　監督の資格で参加した者は、次の場合を除き、第７４回大会又は第７５回大会と異なる都道

　　　　　　府県から参加することはできない。

１　期　日
２０２１年(令和３年)８月２８日（土）～２９日（日）２日間

３　種別及び参加人員 

1 2 3 4 5

ＡＢＣチーム Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ

ＸＹＺチーム Ｘ Ｙ Ｚ Ｙ Ｘ
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　　　(1) ２０２０年度(令和２年度)に学校教育法第１条に規定する学校を卒業した者。

　　　(2） 結婚及び離婚に係る者。

　　　(3） ふるさと選手制度を活用する者。（成年種別：「国民体育大会ふるさと選手制度」による。）

　　　(4） 一家転住に係る者。（少年種別：「一家転住」に伴う特例措置の考え方による。）

　　　(5） ＪＯＣエリートアカデミーに在籍する場合。（少年種別：別記２「ＪＯＣエリートアカデミーに

　　　    係る選手の参加資格の特例」による。）

　（エ）選手及び監督の兼任は同一種目に限る。

　（オ）前記のほか、選手については、次のとおりとする。

　　　(1) 参加選手は、冬季大会及び本大会にそれぞれ１競技に限り参加できる。

　　　(2） 回数を同じくする大会において、異なる府県から参加することはできない。

　　　(3） 健康診断を受け、健康であることが証明された者であること。

　　　(4） ドーピング・コントロール検査対象に選定された場合は、検査を受けなければならない。

　（力）監督は以下の何れかの有資格者とする。また同時に、公認審判員以上の審判員資格を有していること。

　　　（1）公益財団法人日本スポーツ協会及び公益財団法人日本卓球協会認定・公認卓球コーチ４資格を

　　　　 有する者

　　　（2）公益財団法人日本スポーツ協会及び公益財団法人日本卓球協会認定・公認卓球コーチ３資格を

　　　　 有する者

　　　（3）公益財団法人日本スポーツ協会及び公益財団法人日本卓球協会認定・公認卓球コーチ２資格を

　　　　 有する者

　②所属府県

　　　所属府県は、当該競技団体が限定する場合を除き、次のいずれかが所属する府県から選択することが

　　　できる。

　〈成年種別〉

　(ア)　居住地を示す現住所（現住所とは住民登録がなされ、日常生活をしている所を指す。）

　(イ)　勤務地

　(ウ)　ふるさと（国民体育大会ふるさと選手制度による。）

　　　　注：別記「ＪＯＣエリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例」の適用を受け、ふるさと選手

　　　　として参加する者を含む。

　　　　※大学生の場合にあっては、居住地を示す現住所またはふるさとの何れかを選ぶことができる。

　　　　　ただし、ふるさとの場合「国民体育大会ふるさと選手制度」による。

　〈少年種別〉

　(ア)  居住地を示す現住所（現住所とは住民登録がなされ、日常生活をしている所を指す。）

　（イ）　学校教育法第１条に規定する学校の所在地

　（ウ）　勤務地

　(エ)　別記「ＪＯＣエリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例」に定める小学校所在地。

　　※上記に属する府県のうち、「居住地を示す現住所」「勤務地」「学校教育法第１条に規定する学校の

　　　所在地」の何れかから参加する場合は、２０２１年度(令和３年度)４月３０日以前から本大会終了時

　　 （２０２１年(令和３年)１０月１日）まで、引き続き当該地にそれぞれ居住、勤務または通学していなけ

　　　ればならない。但し、次の者はこの限りではない。

　〈成年種別〉

　　ａ．「トップアスリートの国民体育大会参加資格の特例措置」の適用を受ける者

　　ｂ．「東日本大震災に係る選手及び監督の国民体育大会参加の特例措置」の適用を受ける者。

  〈少年種別〉

　　ａ．「一家転住」した場合。

　　ｂ．「ＪＯＣエリートアカデミーに係る参加資格の特例措置」の適用を受ける者。

　　ｃ．「東日本大震災に係る選手及び監督の国民体育大会参加の特例措置」の適用を受ける者。

　③選手の年齢基準

　　(ア)　成年種別に参加する者は、２００３年(平成１５年)４月１日以前に生まれた者とする。

　　（イ）　少年種別に参加する者は、２００３年(平成１５年)４月２日から２００７年(平成１９年)４月

　　　　　１日までの間に生まれた者とする。（中学３年生を含む。）

　④前記の各事項に疑義のあるときは、公益財団法人日本スポーツ協会及び当該競技団体が調査・審議の上、

　 公益財団法人日本スポーツ協会が可否を決定する。
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６　府県代表選手の選考について

 (1)府県大会等に参加し、これを通過した者であること。

　　 但し、事情により府県大会を実施できない場合、あるいは府県大会に参加できない場合には、下記(ア)(イ)

 の選考方法が認められる。

 尚、やむを得ない事情により府県大会を実施できない場合は事前にその事情について公益財団法人日本卓

定指め予他のそ、権手選県府、会選予体国はと等会大県府、でここ（。とこくおて得を承了、し議協と会協球 

 した競技会､府県内ランキングなどを指す。）また、選手が府県大会等に参加できない場合とは具体的にど

 のような場合のことを指すのか、事前に公益財団法人日本卓球協会の了承を得た上で、周知すること。

、征遠外海、場出グーリ生学、場出グーリ本日、場出会大国全に的体具はと」合場いなきで加参「でここ（  

   ナショナルチーム強化合宿参加などをいう。）

　　(ア) 選考基準を事前に周知徹底しておくことを条件に、どの選手をどのような手順で代表とするかに

   ついて、代表選手選考方法は府県に任される。

　　(イ) ブロック大会を実施する種別で、当該府県がブロック大会を勝ち抜いた場合、ブロック大会に

 実際参加した者に変えて、本大会には他の者を参加させることができるが、この場合その者が、当該

 府県大会の同一種目に「参加」していることを条件とする。

 尚、ここでいう「参加」には「当該府県が予め公益財団法人日本卓球協会に対して了承を得た選手選考

 方法により選出した者」の意味を含むものとする。

　　(ウ）トップアスリートの特例措置を別途定める。

　　(エ）ＪＯＣエリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例を別途定める。

 (2）大会参加申込選手が当該府県の予選会に参加し、これを通過した者であることを証する競技記録の記載さ

　　 れたプログラムを大会参加申込書に添付すること。

　　 尚、府県予選会の実施ができず、推薦で選手を代表に選んだ場合、又は府県予選会に参加しなかった者を

 推薦で代表に選んだ場合、このことに関する公益財団法人日本卓球協会の承認文書を大会申込書に添付

   すること。

　　 ※参考　予選会免除対象大会（日本卓球協会要項、第７６回国民体育大会（卓球競技）より抜粋）

①東京オリンピック競技 卓球競技

②ＦＩＳＵワールドユニバーシティゲームズ

７　参加上の注意

(1)申し込み締め切り後の変更は認めない。但し疾病、事故等の特別な場合には所定の文書により申し出を

   受け、審査の上、決定する。

(2)申し出は監督会議までとし、参加申込書に記載された予備登録選手に限る。

８　開始式

　　日　時： ２０２１年(令和３年)８月２８日（土）１２時３０分～１２時５０分

　　会　場： 東和薬品ＲＡＣＴＡＢドームサブアリーナ(大阪府立門真スポーツセンター)

９　監督会議

　　日　時： ２０２１年(令和３年)８月２９日（日）１１時００分～

　　会　場： 東和薬品ＲＡＣＴＡＢドームサブアリーナ(大阪府立門真スポーツセンター) 会議室
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【14】 軟 式 野 球 競 技 

１．期  日 令和３年８月７日（土）・８日（日）の２日間〔予備日：８月９日（月）〕 

種  別 ８月７日（土） ８月８日（日） 

成年男子 代表決定戦 敗者復活戦による代表決定戦 

２．会  場 大 阪 府 営 住 之 江 公 園 野 球 場 

〒５５９－００１５   大阪市住之江区南加賀屋１丁目１番１６２号 

ＴＥＬ （０６）６６８２－７０８８ 

３．種目及び参加人員 

種  別 本大会出場府県数 監 督 選 手 参加府県数 小  計 合 計 

成年男子 ４ １ １５ ６ ９６ ９６ 

  ※監督が選手を兼任することができる。 

４ ．競技上の規程及び方法 

  （１）競技規則は、２０２１年度公認野球規則・競技者必携及び別に定める特別規則 

を適用する。なお、大会規程は、公益財団法人 全日本軟式野球連盟規程細則 

による。 

（２）使用球は、公益財団法人 全日本軟式野球連盟 公認球（Ｍ号）を使用する。 

ナイガイベースボール（Ｍ号） 

（３）本大会の特別規程として、９回戦３時間とする。時間内であれば最長３回まで 

延長戦を行う。３時間を経過または、最長３回まで延長戦を終えてなお同点の 

場合は、健康維持を考慮して次のイニングより引き続きタイブレーク方式を勝 

敗が決するまで行う。ただし、５回以降１０点差、７回以降７点差でコールド 

ゲームを採用する。 

（４）採用時間（３時間）になれば、試合回数（９回）を満たしていなくても試合は 

成立する。その回の終了時で得点の多いチームが勝利を得る。 

（５）打者、走者、次打者、ベースコーチは、競技者必携に記載のヘルメットを必ず 

着用すること。 

（６）捕手は、公益財団法人 全日本軟式野球連盟公認のマスク(スロートガード付)、 

レガーズ、プロテクター、Ｓ・Ｇマークのついたヘルメット、ファウルカップ 

を必ず着用すること。 

５．参加資格、所属府県及び選手の年齢基準 

    第７６回国民体育大会参加資格、所属府県及び選手の年齢基準によるもののほか、 

次による。 

  （１）公益財団法人 全日本軟式野球連盟に登録されたチームであること。 

  （２）公益財団法人全日本軟式野球連盟に登録されていないチームは、公益財団法人 

日本スポーツ協会及び公益財団法人全日本軟式野球連盟の定めたスポーツ憲章 

並びに公益財団法人 全日本軟式野球連盟で取り決めた事項の遵守を承諾した 

チームであること。 

（３）未登録チームについては、参加料の他に参加申込書並びに所定の承諾書を各府 

県第１次予選会主催者に提出することによって仮登録とみなす。 
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（４）連盟の登録に関係なく、選抜チームを編成することができる。ただし、選抜チ 

ーム以外に参加希望チームがある場合は、府県予選会を行わなければならない。 

  （５）府県予選会を行って予選会参加チームによる選抜編成は差支えない。 

    この場合、代表権を得たチームの意見を尊重する。 

  （６）「ふるさと選手制度」で参加する者は、総則５の(４)別記１に該当する者とし、 

登録及び出場する府県支部長に報告すること。 

（７）選手は、平成１５（２００３）年４月１日までに生まれた者とする。 

なお、特例として、平成１５（２００３）年４月２日以降に生まれた者でも参加 

することができる。ただし、生徒は除く。また、監督は選手として登録した場合 

    、出場することができる。 

  （８）本大会に参加する監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者 

制度に基づく、公認軟式野球コーチ１、公認軟式野球コーチ２、または公認軟 

式野球コーチ３、公認軟式野球コーチ４の有資格者であること。 

 

６．参加人員 

（１）各府県第１次予選から国籍その他を調査し、１６名（監督１名、選手１５名） 

以内で編成して出場すること。 

（２）仮登録により出場するチームは、連盟の規程及び規程細則により編成されたチ 

ームでなければならない。 

（３）参加申込方法 

   所定のＷｅｂページ〔国民体育大会参加申込システム近畿ブロック大会窓口〕 

   へアクセスし、必要項目を入力のうえ、所属府県体育・スポーツ協会を通じて 

   定められた期限までに申込手続きを完了すること。 

（４）近畿ブロック大会は、各府県第１次予選会に出場したメンバーを変更すること 

はできない。ただし、死亡、疾病、障害等の特別な場合は、資格審査のうえ、 

認めることもある。特別な事情で選手を変更する場合は、証明する書類（原本 

は実施競技団体宛、写しを２部作成して大阪府実行委員会宛及び保管用）を添 

付し、参加選手交代（変更）届を出場する府県支部長を経由して、近畿ブロッ 

ク大会の７日前（７月３０日（金））までに、下記宛提出すること。 

    【提出先】  ①〒５５０－０００２   大阪市西区江戸堀 １丁目２２番２５号 

                        中 澤 佐 伯 記 念 野 球 会 館 内 

大 阪 府 軟 式 野 球 連 盟 事務局 

ＴＥＬ （０６）６４４１－５１９０ 

ＦＡＸ （０６）６４４４－３３６８ 
 

             ②〒５５６－００１１   大阪市浪速区難波中 ３丁目４番３６号 

                      エディオンアリーナ大阪(大阪府立体育館) 

公益財団法人 大阪府スポーツ協会 

第７６回(第７７回冬季)国民体育大会 

近畿ﾌﾞﾛｯｸ大会大阪府実行委員会事務局 

ＴＥＬ （０６）６６４３－５２３４ 

ＦＡＸ （０６）６６３０－６１１０ 

 

７．そ の 他 

 （１）監督会議、開始式は行わない。 

（２）大会参加の際、健康保険組合員証、その他これに準ずるものを必ず持参すること。 

（３）打順表提出時に監督は、公認指導員資格証を提示すること。 
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【15】馬術競技 
 

１．期    日   2021年（令和3年）6月26日（土）～27日（日） 2日間 

日 程 競技番号 競 技 種 目 予定時間 

第1日 

6月26日 

(土) 

第1競技 成年男子 馬場馬術競技 7:30 

第2競技 成年女子 馬場馬術競技 8:40 

第3競技 少    年 馬場馬術競技 9:50 

第4競技―１ 成年男子 国体総合馬術競技 （馬場馬術） 11:00 

第5競技 成年男子 標準障害飛越競技  13:50 

第6競技 成年女子 標準障害飛越競技  15:10 

第7競技 少    年 標準障害飛越競技  16:30 

第2日 

6月27日 

(日) 

第4競技―2 成年男子 国体総合馬術競技 （障害飛越） 8:00 

第8競技―1 少    年 団体障害飛越競技 （第１回戦） 9:30 

第8競技―2 少    年 団体障害飛越競技 （準決勝）  

第8競技―3 少    年 団体障害飛越競技 （決  勝）  

 

２．会    場    杉谷馬事公苑 

                〒594—0032    大阪府和泉市池田下町2547 

                TEL 0725-56-2020   FAX 0725-56-4770 

 

３．種別（種目）及び参加人員   

区   分 

選    手 馬     匹 

個人（1府県） 団  体 個  人 団  体 

監            督 1 － － － 

ホースマネージャー 1 － － － 

 

選手種別 

成年男子 

8 

－ 

7 

－ 

成年女子 － － 

少  年 2 1 

１ 府 県 小 計 10 2 7 1 

参 加 府 県 数 6 6 6 6 

合       計 60 12 42 6 

 

※  監督・ホースマネージャーは、選手を兼ねることができる。（この場合、選手の数は、プラス１または２となる。） 

※ 団体競技に参加する選手及び馬匹は、個人競技にも参加することができる。 
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４．種目別実施要項 

種別 種   目 実 施 要 項 

成年

男子 

標準障害飛越競技 
高さ1.45ｍ以下、幅1.50ｍ以下、水濠幅3.50ｍ以下、13障害

以内、速度375ｍ／分、全長約500ｍとする。 

国体総合馬術競技 

馬場馬術  国際馬術連盟制定の総合馬術競技・馬場馬術課目

３スター２０２０ Ｂ を実施する。 

障害飛越  高さ 1.20ｍ以下、幅 1.50ｍ以下、障害数 10～11

個、/最大飛越数14以内、速度350ｍ/分、全長約

600ｍ以内とする。 

馬場馬術競技 
国際馬術連盟制定のセントジョージ賞典馬場馬術課目を実施す

る。 

成年

女子 

標準障害飛越競技 
高さ1.25ｍ以下、幅1.40ｍ以下、水濠幅3.50ｍ以下、13障害

以内、速度350ｍ／分、全長約500ｍとする。 

馬場馬術競技 
国際馬術連盟制定のセントジョージ賞典馬場馬術課目を実施す

る。 

少年 

標準障害飛越競技 
高さ 1.20ｍ以下、幅 1.40ｍ以下、13 障害以内、速度 350ｍ／

分、全長約500ｍとする。 

馬場馬術競技 
国際馬術連盟制定のジュニアライダー個人競技馬場馬術課目を

実施する。 

団体障害飛越競技 
高さ1.10ｍ以下、幅1.30ｍ以下、10障害以内、速度350ｍ/分、

全長約500ｍとする。 

 

５．競技上の規定及び方法 

  （１）選手・馬匹は、個人競技と団体競技に重複して出場することができる。 

  （２）各府県は、各種別の馬場馬術競技には１名、各種別の標準障害飛越競技及び成年男子国体総合馬術競技につい

ては２名出場できる。なお、一つの種目への出場は、１名１回､１頭１回限りとする。 

  （３）個人競技では全種目を通じて選手の出場は、１人２種目まで、１頭６種目までとする。 

  （４）個人競技に５頭以上申込する場合は、１頭は内国産馬とすること。 

  （５）予備選手は種別ごとに２名以内、予備馬は３頭以内を登録することができる。 

  （６）この競技会は、日本馬術連盟競技会規程最新版及び国民体育大会馬術競技規定最新版を適用する。 

  （７）服装及び馬装は規程の定めるところによる。障害飛越競技の場合は、必ず固定式顎紐付き乗馬用保護帽を着用

すること。なお、上衣には府県名を明記すること。 

 （８）参加申し込み締め切り後の追加申し込みは受け付けない。 

  （９）参加申し込み後の人馬の交代は、特別の事情（死亡、負傷、疾病、転勤等）がある場合に限り認める。 

交代する人馬はいかなる場合でも予め参加申込書に予備登録人馬として記載されていなければならない。 

届出の手続きは、監督会議の前日までにそれを証明する書類を添付し、文書により滋賀県実行委員会・滋賀県

乗馬連盟宛届けなければならない。 

所定の手続きに基づき提出された交代届は、監督会議の議を経て承認される。 
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 ６．参加資格、所属府県及び選手の年齢基準 

    第76回国民体育大会総則５に基づいた条件を有することのほか、次による。 

（１） 選手は、参加申し込みの時点で、公益社団法人日本馬術連盟の会員で、騎乗者資格Ｂ級以上の取得者である

こと。ただし、少年種別に参加する選手で、騎乗者資格Ｂ級以上の資格がない場合は、公益社団法人日本馬

術連盟の会員であることのほか、参加府県の馬術連盟（協会）会長が発行する技能証明書を参加申し込み締

切日までに公益社団法人日本馬術連盟に提出（郵送）すること。 

（２） 少年種別に参加できる者は、中学３年生を含む2007年（平成19年）4月1日以前に生まれた者から2003年

（平成15年）4月2日以降に生まれた者とする。 

  （３）参加馬は、公益社団法人日本馬術連盟の登録馬であること。 

  （４）馬匹は、参加府県を重複して出場することはできない。ただし、団体障害飛越競技の対戦相手チームに提供す

る馬匹を除く。 

  （５）参加申し込み（出場選手・馬匹登録）は、参加申し込み締切日までに公益財団法人日本スポーツ協会国民体育

大会参加申込システムにて行うこと。ただし、参加申し込みを行う選手とブロック大会の実施要項で規定され

た予備登録選手以外は登録できない。 

（６）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認馬術コーチ１、公認馬術コー

チ３のいずれかの資格を有する者であること。 

 

７．予選方法 

  （１）個人競技 

ア． 各種別種目毎に下記表の得点を与える。 

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 

8点 7点 6点 5点 4点 3点 2点 1点 

        なお、同順位の場合は、その競技得点を共有し、次の順位を欠位とする。 

        だだし、馬場馬術競技については45％以上の得点を入賞とする。 

    イ．府県の順位は個人競技得点の合計で決定する。 

    ウ．合計点が同一の場合は、１位種目の多い府県を上位とし、なおかつ同一の場合は２位種目、なおかつ同一の場

合は３位種目の多い府県が上位となる。更に同一の場合は、４位種目、５位種目、６位種目、７位種目、８位

種目まで同様にして順位を決定する。それでも順位が決定しない場合は抽選による。 

  （２）団体障害飛越競技 

    ア．２名戦でトーナメント方式とし、出場府県が１頭の馬匹を提供し、その提供馬の府県の選手が前段に騎乗する

ものとする。（選手は出場枠内で３名まで登録することができる。） 

イ． ３～４位の順位は、準決勝戦の自馬の成績（減点及び所要時間）で決定する。 

ウ． ５～６位の順位は、１回戦の自馬の成績（減点及び所要時間）で決定する。 

 

８．本大会出場の決定方法 

 （１）個人競技 

    ア．個人競技の総合成績により別表の範囲内で実数を割り当てる。 

    イ．本大会参加種目の選択は、個人競技総合成績上位の府県から別表の割り当てに基づき行う。 

    ウ．棄権がある場合は、規程の枠内で上位府県より配分する。 

    エ．少年種目に残りがある場合は、団体障害飛越競技１位の府県に個人種目２種目を割り当てる。 
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    オ．上記選択の結果、種目に残りがある場合は、監督枠として上位府県より選択する。 

    カ．さらに種目に残りがある場合は、ホースマネージャー枠として、上位府県より選択する。 

    キ．以上においても、まだ種目に残りがある場合は、当ブロックの棄権種目とする。 

（２）団体障害飛越競技 

    優勝府県が出場権を得ることとする。 

[別表] 

競 技 成 績 選手数（種別割） 馬 匹 数 種 目 数 

個 

人 

競 

技 

1位 8（3・2・3） 7 17 

2位 6（2・2・2） 5 13 

3位 4（2・1・1） 3 8 

4位 3（1・1・1） 2 6 

5位 3（1・1・1） 2 6 

6位 3（1・1・1） 1 6 

小 計 27（10・8・9） 20 56 

 団体 

競技 

少 年 2 1 団体1＋α 

小 計 2 1 団体1＋α 

監  督   ＋α 

ホースマネージャー            ＋α 

合  計 29 21 個人60 団体1 

 

９．参加馬の入・退厩、防疫 

  （１）参加馬の入厩は、6月25日（金）午前8時から午後3時30分までとし、退厩は各参加競技終了後とする。 

  （２）敷料は用意するが、馬糧・飼桶・水桶等は各自持参すること。 

  （３）馬事衛生関係については、鹿児島国体実行委員会から送付される「第75回国民体育大会馬事衛生対策要項」に

基づき実施していること。 

 （４）参加馬匹の登録証、健康手帳は入厩前に競技会本部に提出すること。 

 

10．参加上の注意 

（１）人馬の事故については、応急の処置はするが、実行委員会はその責任を負わない。 

（２）参加者は、国体傷害補償制度に加入していることとし、健康保険証又はそれに代わるものを持参すること。 

  （３）所定のメディカルカードを携帯していること。 

（４）個人競技の出場順番は、実行委員会が抽選により決定する。 

  （５）団体障害飛越競技の組合せは、監督会議において抽選により決定する。 

  （６）ホースマネージャーの宿舎は、厩舎の付近に準備するが寝具は準備しないので各自で用意し持ち込むこと。 

 

11．会議等 

（１）開始式  日時  2021年（令和3年）6月25日（金）    16時から （監督会議前に行う） 

            会場  競技会本部（杉谷馬事公苑） 

  （２）監督会議  日時  2021年（令和3年）6月25日（金）    16時からの開始式終了後 

                  会場  競技会本部（杉谷馬事公苑） 
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  （３）表彰式    6月27日競技終了後、競技会場（杉谷馬事公苑） 

  （４）代表者会議及び反省会 

                  表彰式終了後、競技会本部（杉谷馬事公苑） 
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【 】フェンシング競技

１ 期 日 令和 年 月 日（土）～ 日（日） 日間

種 別 月 日（土） 月 日（日）

成年女子

リーグ戦 リーグ戦少年男子

少年女子

２ 会 場 大阪市中央体育館（丸善インテックアリーナ大阪）

〒 大阪府大阪市港区田中 ：

３ 種別及び参加人員

種 別 本大会出場府県数 監 督 選 手 参加府県数 小 計 合 計

成年女子

少年男子

少年女子

（注）成年女子の監督は、選手を兼ねる。

４ 競技上の規定及び方法

１）競技規則

ＦＩＥ規則並びに公益社団法人日本フェンシング協会の定める競技規則に準ずる。

２）試合方法

（１）各種別とも府県総当りリーグ戦とする。

（２）成年女子はフルーレ、サーブルの２種目を３名の紅白戦で行う。

少年種別はフルーレによる３名総当たり制の団体戦とし、勝敗決定以後の試合は行わない。

（３）少年種別はチーム勝数の多いチームを上位とし、チーム勝数が同じ場合は、３人の紅白戦

による決定戦を行う。ただし、本大会出場権取得に関する時のみ実施する。

（４）成年女子の各種目の順位決定法

① チーム勝数が多いチームを上位とする。

② 個人勝数が多いチームを上位とする。

③ 総突数－総被突数の指数の高い方

④ 総突数の多い方

⑤ 以上が同じであれば１名による代表決定戦

（５）成年女子の順位決定方法

① 成年女子はフルーレ・サーブルの２種目を行い、順位得点表に従い、２種目の合計得点

が高い府県から上位とする。

種 目 フルーレ

順 位 位 位 位 位 位 位

得 点

サ
ー
ブ
ル

１位

２位

３位

４位

５位

６位
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② ２種目合計得点が同じ場合の決定方法

（Ⅰ）本大会への出場が決定している場合

ａ チームの勝数が多いチームを上位とする。

ｂ 個人勝数が多いチームを上位とする。

ｃ 総突数－総被突数の指数の高い方

ｄ 総突数の多い方

なお、 ～ の勝数、突数、被突数は２種目の合計とする。

ｅ 以上が同じであれば抽選によってきめる。

（Ⅱ）本大会への出場権に関係する場合

ａ チームの勝数が多いチームを上位とする。

ｂ 個人勝数が多いチームを上位とする。

ｃ 総突数－総被突数の指数の高い方

ｄ 総突数の多い方

なお、 ～ の勝数、突数、被突数は２種目の合計とする。

ｅ 以上が同じであれば、抽選によって種目を決め、１名による代表決定戦を行う。

（Ⅲ）本大会への出場権にかかわらない場合は（Ⅰ）と同様

（６）少年種別の順位決定方法

① 本大会への出場が決定している場合

（Ⅰ）総個人勝数－総個人負数の指数の高い方

（Ⅱ）総突数－総被突数の指数の高い方

（Ⅲ）総突数の多い方

（Ⅳ）以上が同じであれば抽選によってきめる。

② 本大会への出場権に関係する場合

３人の紅白戦による決定戦

決定戦が３チーム以上残った場合の順位決定

（Ⅰ）紅白戦のチーム勝数

（Ⅱ）紅白戦の総個人勝数－総個人負数の指数の高い方

（Ⅲ）紅白戦の総突数－総被突数の指数の高い方

（Ⅳ）紅白戦の総突数の多い方

なお（Ⅰ）～（Ⅳ）の勝数、突数、被突数は紅白戦のものとする。

（Ⅴ）以上が同じであれば１名による決定戦によってきめる。

③ 本大会への出場権にかかわらない場合は①と同様

３）監督・選手の変更は、書面にて変更理由を記入して競技開始 時間前までに大会事務局に提出

し、技術委員会において認められた時のみ可能である。

５ 参加資格、所属府県及び選手の年齢基準

第 回国民体育大会参加資格、所属府県及び選手の年齢基準による。

監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認フェンシングコ

ーチ１、公認フェンシングコーチ３、公認フェンシングコーチ４のいずれかの資格を有しているこ

と。

６ 開始式

日 時 令和 年 月 日（土） 時 分～

会 場 大阪市中央体育館（丸善インテックアリーナ大阪）

７ その他

１ 用具検査 日 時 令和 年 月 日（土） 時 分～

２ 技術委員会 日 時 令和 年 月 日（土） 時 分～

３ 審判会議 日 時 令和 年 月 日（土） 時 分～

４ 監督会議 日 時 令和 年 月 日（土） 時 分～

会 場 いずれも大阪市中央体育館（丸善インテックアリーナ大阪）
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【 】柔道競技

１ 期 日 令和３年７月１８日（日）１日間

  

 
２ 会 場 交野市総合体育施設（いきいきランド）体育館

〒 大阪府交野市向井田

℡

３ 種別及び参加人員

種 別 本大会出場府県数 監 督 選 手 参加府県数 小 計 合 計

成年男子 ３ １ ５ ６

少年男子 ３ １ ５ ６

※成年選手は監督を兼任することができる。

４ 競技上の規定及び方法

（１）各種別とも府県対抗、得点試合、リーグ戦を実施する。

（２）試合は、最新の国際柔道連盟試合審判規定で行い、試合時間はすべて４分間とする。

ア 勝敗の決定基準は「一本」「技あり」「僅差」とする。「僅差」とは、双方の間に技に

よる評価（技あり）がない、または同等の場合、「指導」差が２以上あった場合に少な

い選手を「僅差」による優勢勝ちとする。得点差がなく､かつ「指導」差が１以内の場

合は「引き分け」とする。

イ 府県対抗の勝敗決定方法

（ア）勝者数（「一本勝ち」「優勢勝ち」等を問わない）の多いチームを勝ちとする。

（イ）（ア）で同等の場合は、「一本勝ち」（それと同等の勝ちを含む）による勝者数の多

いチームを勝ちとする。

＊この場合「不戦勝ち」「棄権勝ち」「反則勝ち」も「一本勝ち」と同等に扱う。

（ウ）（イ）で同等の場合は、「技あり」による勝利数の多いチームを勝ちとする。

（エ）内容が同等の場合は、引き分けとする。

ウ 府県対抗順位決定方法

（ア）勝ち数の多いチームを上位とする。

（イ） ア の内容が同じ場合には、チームの負け数の少ない方を上位とする。

（ウ） イ の内容が同じ場合には、全試合を通じて勝者数の多いチームを上位とする。

（エ） ウ の内容が同じ場合には、「一本勝ち」相当の勝者数の多いチームを上位とする。

（オ） エ の内容が同じ場合には、「技あり勝ち」の勝者数の多いチームを上位とする。

（カ） オ の内容が同じ場合には、全試合を通じて敗者数の少ないチームを上位とする。

（キ） カ の内容が同じ場合には、「一本負け」相当の少ないチームを上位とする。

（ク） キ の内容が同じ場合には、「技あり負け」の少ないチームを上位とする。

（ケ） ク の内容が同じ場合には、リーグ戦で対象となるチーム間で勝敗がついている場合

は、勝ちチームを上位とする。

（コ）リーグ戦で引き分けの場合は､「引き分け」であった対戦のなかから抽選で１組を選

び､時間無制限のゴールデンスコアー方式の代表戦により、勝敗を決する。（先に「技

あり」以上の技評価を得た選手が勝ちとなり、先に「反則負け」を与えられた選手が

負けとなる。）

（３）参加申込の選手が負傷等のため参加不能の場合は、他の選手をもって代えることができ

る。

種 別 ７月１８日（日）

成年男子
各府県総当たりリーグ戦

少年男子

– 49 – 



   

ただし、令和３年７月 ５日（木）午後４時までに、大阪府柔道連盟事務局に所定の手続きを

完了した者に限る。それ以降は棄権とする。また、チーム３名以上の棄権者が出た場合は、

それ以降の試合を不戦敗とする。なお、不戦敗チームのそれまでの戦績は有効とする。

（４）柔道衣は、全柔連柔道衣規格（平成 年 月 日改正）に適合した柔道衣（上衣、下穿

は 赤ラベル及び「 」から始まる赤文字のみ可、帯は 赤、青ラベル及び「 」か

ら始まる赤文字、黒文字全て可）とする。

（５）柔道衣（背中）には、必ず下記の要領で所属府県名と苗字（姓）を明示したゼッケンを

縫いつける。（ゼッケンの重ね縫いは禁止する。）

図１ ゼッケンの縫い付け方 図２ ゼッケンの位置

～

① 図１の の部分を強い糸で縫い付ける

こと。（縦横並びに対角線）

② 図２のとおり、後ろ襟から５～ 下部にゼッケンを縫いつけること。

③ 苗字（姓）は上側２ ３、府県名は下惻１ ３に記載すること。

④ 書体は、太いゴシック体（または楷書体）、男子は黒色、女子は濃赤色とする。

⑤ サイズは縦 ～ 、横 ～ とする。

５ 参加資格、所属府県及び選手の年齢基準

第 回国民体育大会参加資格、所属府県及び選手の年齢基準によるもののほか、次による。

（１）参加選手の段位は、講道館の段位による。

（２）選手の配列順位

ア 成年男子

選手は、先鋒 体重 以下の者 、次鋒 体重 を超え 以下の者 、中堅 体重

を超え 以下の者 、副将 体重 を超える者 、大将 体重無差別 の順に配列

すること。

イ 少年男子

選手は、先鋒 体重 以下 、次鋒 体重 を超え ㎏以下 、中堅 体重 を超

え 以下 、副将 体重 超え ㎏以下の者 、大将 体重無差別 の順に配列すること。

（３）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認柔道コ
ーチ１（旧公認柔道指導員）、公認柔道コーチ２（旧公認柔道上級指導員）、公認柔道コ
ーチ３（旧公認柔道コーチ）、公認柔道コーチ４（旧公認柔道上級コーチ）の何れかの
資格を有し、かつ公益財団法人全日本柔道連盟公認柔道指導者資格制度に基づく、Ａま
たはＢ指導員資格を有する者。

（４）選手は下記の計量（公式計量では、計量器に１回限り上がることができる）に合格する

こと。ただし、大将（体重無差別）として出場する選手は計量を行わない。

６ 開始式

日 時 令和３年７月１８日 日 時 分

会 場 交野市総合体育施設（いきいきランド）体育館

５㎝～ ㎝

㎝～ ㎝

大 阪
大 阪
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７ その他

（１）審判・監督会議

日 時 令和３年７月１８日（日） 時 分～ 時 分

場 所 交野市総合体育施設（いきいきランド）体育館

（２）計量

日 時 令和３年７月１７日（土）

非公式計量： 時 分～ 時 分

公 式 計 量： 時 分～ 時 分

場 所 講道館大阪国際柔道センター 大阪市城東区永田

（地下鉄中央線深江橋下車 号出口北へ メートル）

非公式計量： 時 分～ 時 分

公 式 計 量： 時 分～ 時 分

（３）審判員の派遣

各府県・学柔連･高体連は、審判員名を下記宛報告すること。（別途事務連絡）

原則として、Ａライセンスの保持者とする。

〒 大阪府柔道連盟事務局
第 回国民体育大会近畿ブロック大会係
事務局長 大川 進

代表
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【18】ソフトボール競技 
 

１ 期 日  令和 3年 8月 21日（土）～23日（月）3日間 

種 別 8月 21日（土） 8月 22日（日） 8月 23日（月） 

成年男子［Ａ］ 1・2回戦 
第１代表決定戦 

敗者復活 1・2回戦 

 

第 2代表決定戦 

 

成年女子［Ｂ］ 1・2回戦 
第１代表決定戦 

敗者復活 1・2回戦 

 

第 2代表決定戦 

 

少年男子［Ｃ］ 1・2回戦 代表決定戦 

 

 

 

少年女子［Ｄ］ 1・2回戦 代表決定戦 

 

 

 

   ※予備日 成年男子・成年女子 8月 24日（火） 

        少年男子・少年女子 8月 23日（月） 

 

２ 会 場 

成年男子［Ａ］J:COMサザンスタジアム（泉南市民球場）  

〒590-0535 泉南市りんくう南浜2 TEL 072-483-9516 
   成年女子［Ｂ］なみはやグラウンド 〒590-0535 泉南市りんくう南浜2  TEL 072-483-9516 

少年男子［Ｃ］俵池公園グラウンド  〒590-0522 泉南市信達牧野 1710-1 TEL 072-483-9516 
少年女子［Ｄ］なみはやグラウンド 〒590-0535 泉南市りんくう南浜 2  TEL 072-483-9516 

３ 種目及び参加人員 

種 別 本大会出場府県数 監 督 選 手 参加府県数 小 計 合 計

成年男子 2 １ 15 6 96 

385 
成年女子 2 １ 16 6 102 

少年男子 1 １ 16 5 85 

少年女子 1 １ 16 6 102 

 

４ 競技上の規定及び方法 

（１） 競技規定は、「2021年公益財団法人日本ソフトボール協会オフィシャルルール」を適用する。 

  ① ３回15点、４回 10点、５回以降７点差以上の差が生じたときは、得点差コールドゲームとす

る。（代表決定戦も含む） 

  ② サスペンデットゲームを採用する。（日没・降雨時） 

  ③ サスペンデットゲームを採用する場合は、翌日の第１試合とする。 

  ④ 故意四球（守備側チームが、投球をせずに故意に打者を一塁に歩かせるために投手、捕手、ある

いは監督が、球審にその旨を通告することをいう。） 

（２）競技方法はトーナメント方式、及び敗者復活戦によって、次のように行う。 

  ① 成年男子・成年女子については、第１代表チームと敗者復活戦による第２代表チームの 

計２チームを代表とする。 

② 少年男子・少年女子については、第１代表チームとする。 

 

５ 参加資格、所属府県及び選手の年齢基準 

第 76回国民体育大会参加資格、所属府県及び選手の年齢基準によるもののほか、次による。 

（１）成年男女においてのチーム編成は、単一大学の学生単独チームは認めない。 

（２）監督が選手を兼ねるときは、選手登録をしなければならない。 
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（３）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ソフトボールコー

チ１、公認ソフトボールコーチ２、公認ソフトボールコーチ３、公認ソフトボールコーチ４のいずれ

かの有資格者とする。 

 

６ 参加上の注意 

（１）登録選手のＵＮ（ユニフォームナンバー）は、１番から99番とする。但し、主将は10番、監督 

は 30番とし、大きさは、背中は15㎝以上で、胸は６㎝以上12㎝以下とする。 

（２）打者、走者、捕手は、ヘルメットを着用すること。 

   守備者を除きヘルメットは、両耳あてのあるものを使用すること。 

（３）競技に際しては、その府県名を明記したユニフォームを着用しなければならない。 

（４）チーム名は単独、補強を問わず府県名を明示すること。 

 

７ 確認事項 

（１）登録選手は次のとおりとし、試合中はベンチに入れる人数は下記のとおりとする。なお、ベンチは

組合せの番号の若いチームを一塁側とする。 

  ① 成年男子は監督１名、選手15名以内とする。 

  ② 成年女子及び少年男子・少年女子は監督１名、選手16名以内とする。 

（２）プレーヤーは、試合開始予定時刻の30分前かまたは前の試合の４回終了時に当該球場に集合する

こと。打順表の記入と提出については、試合開始予定時刻の30分前かまたは前の試合の４回終了時

にあらかじめ配布された打順表（５枚１組）に必要事項を記入し、必ず「フリガナ」をつけて提出の

こと。この際、攻守順の決定を行う。相手チームの打順表は、審判・記録員照合確認の上、審判員よ

り受け取ること。 

（３）大会使用球は、主催者負担とし、下記のとおりとする。 

種 別 製造メーカー ボールの種類 

成年男子 ナガセケンコー 革 3号 

成年女子 ミズノ 革 3号 

少年男子 ナガセケンコー ゴム 3号 

少年女子 内 外 ゴ ム ゴム 3号 

 

  大会本部 J:COMサザンスタジアム（泉南市民球場） TEL：072-483-9516 

– 53 – 



１　期　　日　　令和３年８月２１日（土）～２２日（日）（２日間）

２　会　　場 岸和田市総合体育館

〒596-0044　　岸和田市西之内町45-1　　　電話　072-441-9200

３　種別及び参加人数

監　督 参加府県数 合　計

１ ６

１ ６ ７２

１ ６

４　競技上の規定及び方法、順位の決定方法

　（１）２０２１年度公益財団法人日本バドミントン協会競技規則、同大会運営規程及び同公認審

　　　判員規程による。

　（２）試合方法は、各種別とも予選リーグ後、決勝トーナメント・順位決定戦を行う。なお、リーグ決定

　　　は､フリー抽選を行う。

　（３）対戦は１複(Ｄ)２単(Ｓ)で行い、予選リーグは全試合行う。勝敗決定後のメンバー変更は原則

　　　として認めない。

　（４）リーグ戦の順位は、次の基準にて決定する。

　　　ア)　勝敗数（勝数）の優位のものより順位を決める。

　　　イ)　ただし、勝敗数が同一の場合は、次の順位にて該当チームの優劣を決める。

①　勝点の多いもの。

②　更に同数の場合は、次による。

　 取得マッチポイント率を計算してその大きい方を上位とする。

Ａ 　　　（Ａ：全試合のマッチ取得総数）

Ａ＋Ｂ 　　　（Ｂ：全試合のマッチ喪失総数）

③　更に同率の場合は、次による。

　 マッチ率と同様にゲーム率を計算してその大きい方を上位とする。

a 　　　（a：全試合のゲーム取得総数）

a + b 　　　（b：全試合のゲーム喪失総数）

④　更に同率の場合は、次の方法にて順位を決定する。

・　２チームの場合

　　当事者同士の対戦で勝った方のチームを上位とする。

・　３チーム以上の場合

　　抽選により順位を決定する。

（注）如何なる場合にも順位決定のための特別な試合は行わない。

決勝・順位決定戦

トーナメント

４

３

予選　リーグ戦

２４

小　計

２

選　手本大会出場府県数種　別

少年女子 ２

種　　別

少 年 女 子

成 年 男 子

成 年 女 子

８月２１日（土）

（各３試合）

【19】バドミントン競技

８月２２日（日）

　取得マッチ率

　取得ゲーム率

３

３

２４

２４成年男子

成年女子
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〈補　足〉

Ｄ

Ｓ２

５　参加資格、所属府県及び選手の年齢基準
　　令和３年度国民体育大会参加資格、所属府県及び選手の年齢基準による。

６　参加上の注意
　（１）服装について
　　　ア）　競技中の服装は、２０２１年度公益財団法人日本バドミントン協会大会運営規程第２３条
　　　　　のとおりとします。（今大会は、大会運営規程第２４条は適用しません。）なお、上衣背面中
　　　　　央に府県名を漢字で明示して下さい。（表示の範囲は、縦１５cm、横３０cm以内とします。
　　　　　また、文字ははっきり読み取れるようにして下さい。）
　　　イ）　開始式の服装はトレパン・トレシャツとする。
　（２）競技中の事故について
　　　応急処置のみ主催者で行うが、以後は国体傷害補償制度による。
　（３）参加選手交代（変更）届について
　　　参加申込み後、特別な事情で選手の交代をする場合は、監督会議までに参加選手交
　　  代（変更）届を競技役員長に提出すること。
　（４）監督について
　　　監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく公認バドミントン
       コーチ1、公認バドミントンコーチ2、公認バドミントンコーチ3、公認バドミントンコーチ4の有資
       格者であることとする。

７　開始式
　　　 日　時　　令和３年８月２１日（土）午前１０時～
　　　 会　場　　岸和田市総合体育館

８　その他
　（１）審 判 会 議　　 日　時　　令和３年８月２１日（土）午前９時～

会　場　　岸和田市総合体育館
　（２）監 督 会 議　　 日　時　　令和３年８月２１日（土）午前９時３０分～

会　場　　岸和田市総合体育館
　（３）資格審査及び 日　時　　令和３年７月１８日（日）午後３時００分～
　　　  組合せ会議 会　場　　大阪市立総合生涯学習センター

　　　　　　大阪府大阪市北区梅田１－２－２－５００
☎06-6345-5000

2 1 Ｂ県

２１ １８

１９

２１
１８
２１

マッチ（Ａ＆Ｂ）
ゲーム（a ＆ b）

０

２

１

２

１８

２１ １８

１７
Ｓ１

２１

勝点
負点

０

２

２１ １６

２１

Ａ県
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　　　決勝・順位決定トーナメント対戦表
会場：岸和田市総合体育館

　少年女子
　　決勝

３位決定戦 ５位決定戦

　成年男子
　　決勝

３位決定戦 ５位決定戦

　成年女子
決勝

３位・４位決定戦

５位決定戦

※成年女子は４位までの４チームを近畿代表とする。
※少年女子・成年男子は決勝進出の２チームを近畿代表とする。

Ｍ４
（Ｍ１の敗者）

Ｍ３
（Ｍ２の敗者）

（Ａゾーン１位）

（Ａゾーン３位）

（Ｂゾーン３位）

（Ａゾーン３位）

（Ｂゾーン３位）

（Ａゾーン３位）

（Ｂゾーン２位）

Ｇ１ Ｇ２
（Ｂゾーン２位）

（Ｇ１の敗者）
Ｇ３

（Ｇ２の敗者）
Ｇ４

（Ａゾーン１位）

Ｇ５

Ｍ５

（Ｂ１の敗者）

（Ｂ２の敗者）
Ｗ４

（Ａゾーン２位）
Ｍ１ Ｍ２

（Ｂゾーン２位） （Ｂゾーン１位）

Ｗ２

（Ｂゾーン１位）

（Ａゾーン２位）

（Ａゾーン１位）

（Ｂゾーン１位）
Ｗ３

（Ａゾーン２位）

（Ｂゾーン３位）
Ｗ１

Ｗ５
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【20】弓道競技 

 

１：期日  令和３年８月２１目（土）～２２日（日） ２日聞 

種別 ８月２１日（土） ８月２２日（日） 

成年男子 
 近的競技・遠的競技 

成年女子 

少年男子 
近的競技・遠的競技  

少年女子 

 

２：会場  万博記念公園弓道湯 

      〒565-0826 吹田市千里万博公園６－５ TEL 06-6318-5112 

 

３：種別及び参加人員 

種別 
本大会出場 

府県数 
監督 選手 参加県数 小計 合計 

成年男子 ３ １ ３ ６ ２４ 

９６ 
成年女子 ３ １ ３ ６ ２４ 

少年男子 ２ １ ３ ６ ２４ 

少年女子 ２ １ ３ ６ ２４ 

（注）各種別２名以内の予備登録選手を認める。 

 

４：競技上の規定及び方法 

 （１）適用規則は、公益財団法人全日本弓道連盟「弓道競技規則」および本実施要項による。 

 （２）競技の種類は、団体競技とする。 

 （３）競技の種目は、近的競技及び遠的競技とし、各種目とも各種別の同一選手によって行う。 

 （４）近的競技は坐射、遠的競技は立射で行う。 

 （５）近的競技（射距離 28ｍ、 36ｃｍ霞的、 的中制） 

    遠的競技（射距離 60ｍ、100ｃｍ得点的、得点制） 

 （６）順位の決定は、近的・遠的とも３人各４射２回計 24 射を行い、近的は総的中数の多い府 

    県順､遠的は得点の多い府県順に、１位 10 点、２位９点、３位８点、４位７点、５位６点、 

    ６位５点の得点を与える。 

    なお、近的の同申の場合は当該点を分け合い、次の順位を欠位とする。 

    遠的は同得点の場合は的中数の多い方、的中数も同じであれば高得点の本数の多い方を上 

    位とし、全て同じであれば当該点を分け合い、次の順位を欠位とする。 

    近的、遠的の得点合計により、各種別の順位を決定する。 

（７）近的・遠的の得点合計が同点の場合は、近的にて各自２射計６射で順位決定を行う。順位 

    が１回で決定しない場合は２回目以降各自１射、計３射で順位決定を行う。順ｲ立が決定す 

    るまで行う。但し、４位以下の決定は行わない。 
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 （８）制限時間について、１団体 12 射の場合は、近的競技 7 分 30 秒以内、遠的競技 6 分 30 秒以 

    内とする。 

    １団体 6 射の場合は、近的競技 4 分 30 秒以内とする。 

    なお、審判員の指示により行射停止指示が出た場合は制限時間を適用しない。 

（９）競技は、各種別とも遠的を行った後、近的を行う。 

（10）申込み後の変更については､予備登録２名のうちからの交代のみ認める｡変更する場合は、 

    当日の公式練習開始までに選手変更届により大阪府弓道道盟事務局まで届け出ること。但 

    し、立順の変更はできない。 

（11）競技開始後の選手変更及び立願の変更は認めない。 

 

５：参加資格、所属府県及び選手の年齢基準 

 （１）第 76 回国民体育大会実施要項総則５に記載の参加資格、所属府県及び選手の年齢基準に 

    よるものとする。 

（２）選手登録は、各府県各種別共に５名以内とする。 

（３）少年男女、成年男女とも専任監督を置くことができる。 

（４）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく公認弓道コーチ 

    １、公認弓道コーチ２、公認弓道コーチ３いずれかの資格を有していること。 

（５）その他定めなき事項については、本国体実施要項ならびに、審判会議での協議により決定 

    する。 

 

６：開始式 

  日時    令和３年８月２１日（土）9時 30 分～ 

  会場    万博記念公園弓道場 

 

７：その他 

  （１）審判会議  日時  令和３年８月２１日（土）9 時 00 分～ 

会場  万博記念公園弓道場 遠的射場 

  （２）監督会議  日時  令和３年８月２１日（土）12 時 00 分～（少年男女） 

               令和３年８月２２日（日）12 時 00 分～（成年男女） 

           会場  万博記念公園弓道場 遠的射場 

 

  （３）その他 

    ①質問事項は質問用紙にて８月１９日（木）までに大阪府弓道道盟事務局に提出する。 

②遠的・近的各競技前に各自２射、計６射の公式練習を認める。 

③立順は､種別毎にプログラム記載順として､呼び出しに遅れたチームは棄権とする。 
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【21】ライフル射撃競技 
 

 

１ 期 日  令和 3年 8 月 21 日(土) ～ 22 日(日) 2 日間 

 

２ 会 場  能勢町ライフル射撃場 

       〒563-0114 大阪府豊能郡能勢町山内 19-1 TEL 072-737-2727 

 

３ 種別種目及び参加人員 

種別 種目 記号 本大会出場府県数 監督 選手 参加府県数 合計 

成年男子 

ＦＲ3×40 Ａ 2 

1 

1 6 

84 

ＦＲ60ＰＲ Ｂ 3 1 6 

＊ＡＲ60 Ｃ 6 1 6 

ＡＰ60 Ｄ 2 1 6 

成年女子 

Ｒ3×40 Ｅ 2 1 6 

ＡＲ60Ｗ Ｆ 3 1 6 

ＡＰ60Ｗ Ｇ 3 1 6 

少年男子 

ＡＲ60Ｊ Ｈ 3 1 6 

ＢＲ60Ｊ Ｉ 2 1 6 

ＢＰ60Ｊ Ｊ 2 1 6 

少年女子 

＊ＡＲ60ＷＪ Ｋ 6 1 6 

ＢＲ60ＷＪ Ⅼ 2 1 6 

ＢＰ60ＷＪ Ｍ 3 1 6 

（注）種目の欄の＊印は、ブロック予選なしの直通種目である。 

全ての種目において、ファイナルは実施しない。 

 

４ 競技上の規定及び方法 

（１）競技規則  各種目とも、「ライフル射撃競技規則(最新版）」によるほか、本要項による。 

 

（２）使用標的  ① ５０ｍ種目  電子標的（マイトン社製） 

           ② １０ｍ種目  電子標的（マイトン社製） 

           ③ ＢＲ種目   公益社団法人日本ライフル射撃協会競技規則による標的 

           ④ ＢＰ種目   公益社団法人日本ライフル射撃協会競技規則による標的 

 

  （３）用具･服装  競技規則に定められたもので、競技開始前に（公開練習時も可）検査を受けな 

ければならない。また、競技開始前に自主検査が行えるよう器材を設置する。 

 

（４）銃器･弾薬  ① 参加選手は、参加種目にかかる銃の所持許可証、火薬類譲受許可証、射手

手帳及び公益社団法人日本ライフル射撃協会会員証を携帯すること。ただ

し、省庁装備銃に関しては、所属長の発行する携帯証明書をもって所持許

可証に代えることができる。なお、使用する銃には公益社団法人日本ライ

フル射撃協会認定シール（公認カード）を必ず貼付すること。省庁装備銃

にあっても同様とする。 

           ② ビームライフル銃、ビームピストル銃及びそれらに使用するバッテリーは

参加者が持参すること。 

③ 銃器及び弾薬の携帯、運搬、保管については、参加者の責任において各自が

十分留意すること。 

   

（５）抗議    抗議に関しては、公益社団法人日本ライフル射撃競技規則により処理する。 
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（６）失格    次のような行為をした者及び団体は、失格または退場させる。 

           ①所定の手続きを行わないで競技に参加した者。 

           ②都道府県予選に参加しなかった者。 

           ③競技規則に違反したと認められる者。 

           ④大会の秩序を乱し、役員の制止に応じない者。 

 

（７）競技方法  公益社団法人日本ライフル射撃競技規則による。 

 

５ 参加資格、所属府県及び選手の年齢基準 

    第 76 回国民体育大会近畿ブロック大会実施要項総則に定めるもののほか次による。 

（１） 大会に参加する監督・選手は、2021 年度の公益社団法人日本ライフル射撃協会会員登録者

であること。 

 

（２） 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ライフル射

撃コーチ３、公認ライフル射撃コーチ４のいずれかの資格を有するものとする。なお、選手

と監督は兼任できない。 

 

  （３）参加申込み締切後の選手の変更は、疾病、傷害等の特別な理由に限ることとし、所定の書面

を主管団体に提出しなければならない。その可否については、代表者会議において決定する。 

   

（４）年少射撃資格者が参加する場合は、当該空気銃の所持許可を受けている年少射撃監督者が帯

同すること。 

 

６ 参加上の注意 

（１） 使用する射座は、事前に主管団体が抽選により決定する。ただし、ビームライフル種目、ビ

ームピストル種目については、代表者会議で行う抽選により決定する。 

 

（２） 新型コロナウイルス感染拡大防止のために、各都道府県の指導ならびに協会の競技会運営 

         ガイドライン/チェックリストを遵守して参加すること。 

 

７ 開始式・表彰式 

（１）開始式   実施しない 

 

（２）表彰式   日 時  令和 3 年 8 月 22 日(日) すべての種目が終了後 

                 場 所  能勢町ライフル射撃場 

 

８ その他 

（１）公開練習  日 時  令和 3 年 8 月 21 日(土) 9 時から 16 時まで 

 

（２）用具検査  日 時  令和 3 年 8 月 21 日(土) 9 時から 16 時まで 

令和 3 年 8月 22 日(日) 8 時から 

 

（３）代表者会議 日 時  令和 3 年 8 月 21 日(土) 16 時 30 分から 

                 場 所  能勢町ライフル射撃場 
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【22】剣道競技 
 
 
１ 期 日  令和３年８月 22 日（日） 1 日間 

 

２ 会 場  おおきにアリーナ舞洲（舞洲アリーナ） 

        〒554-0042 大阪市此花区北港緑地２－２－15 

 

３ 種別及び参加人員 

種 別 本大会出場府県数 監 督 選 手 参加府県数 小 計 合 計 対戦法 

成年女子 ２  ３ ６ 18 

90 

各 府 県 

総当たり

リーグ戦 

少年男子 ２ １ ５ ６ 36 

少年女子 ２ １ ５ ６ 36 

 
４ 競技上の規則及び方法 

(１)試合・審判規則及び審判員 

 ①全日本剣道連盟試合・審判規則とその細則による。 

  ②審判員は、近畿各府県より選出する。 

(２)試合方法 

 ①試合時間は、成年女子・少年男子・少年女子とも 4 分とする。少年男子・少年女子におい

ては時間内に勝敗が決しない場合は引き分けとする。成年女子においては時間内に勝敗が決

しない場合は延長戦を行い、先に１本取った方を勝ちとする。なお、延長戦に入ってからの

試合時間は３分区切りで延長３回で１回５分間の休憩を取り勝敗が決すまで継続する。 

  ②少年男子・少年女子の試合においては勝者数、取得本数が同数の場合は、その都度チーム

の中より１名を選び、代表者戦を行う。代表者戦は３分１本勝負とし、時間内に勝敗が決し

ない場合は延長戦を行い、先に１本取った方を勝ちとする。なお、延長戦に入ってからの試

合時間は３分区切りで延長３回で１回５分間の休憩を取り勝敗が決すまで継続する。 

 ③全リーグ戦終了後のトータル戦績から、次により順位を決定する。 

   ア チームの勝点を１点とし、勝点の多い府県を上位とする。 

  イ 勝点同数の場合、総勝者数の多い府県を上位とする。 

  ウ 勝点・総勝者数同数の場合、総取得本数の多い府県を上位とする。 

  ④ ③においても更に同数の場合には、代表者戦によりリーグの順位を決定する。代表者戦

はチームの中より１名を選び、３分１本勝負とし、時間内に勝敗が決しない場合は延長戦

を行い、先に１本取った方を勝ちとする。なお、延長戦に入ってからの試合時間は３分区

切りで延長３回で１回５分間の休憩を取り勝敗が決すまで継続する。ただし 4 位以下の順

位については代表者戦は行わない。 

 

５ 参加資格、所属府県及び選手の年齢基準 

  第 76 回国民体育大会参加資格、所属府県及び選手の年齢基準によるもののほか、次によ

る。 

(１)成年女子 

 ①選手構成の年齢制限は、次のとおりとする。 

  先鋒 平成３年 4 月 2 日以降～平成１５年 4 月 1 日までに生まれた者  1 名 

  中堅 昭和５６年 4 月 2 日以降～平成３年 4 月 1 日までに生まれた者  1 名 

  大将 昭和５６年 4 月 1 日以前に生まれた者              1 名 

 ②出場する選手の段位及び職業は、制限しない。 

 ③先鋒での大学生の出場資格は、「国体総則での参加」による。 

(２)少年男子及び女子 

 選手は、5 名をもって 1 チームとし、平成１５年 4 月 2 日以降に生れた者とする。 

ただし、中学生以下の参加は認めない。 
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(３)監督資格 

 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく公認剣道コーチ 

１、公認剣道コーチ２のいずれかの資格を有する者。 

 

６ 開始式 

  日 時  令和３年８月２２日 (日) 9 時 00 分～ 

  会 場  おおきにアリーナ舞洲（舞洲アリーナ）  TEL ０６－６４６０－１８１１ 

        大阪市此花区北港緑地２－２－15 

 

７ その他 

(１)審判会議 令和３年８月２１日 (土) １５時００分～ 

      会 場  おおきにアリーナ舞洲（舞洲アリーナ）第 1 会議室 

           大阪市此花区北港緑地２－２－15 TEL ０６－６４６０－１８１１ 

 

(２)監督会議 令和３年８月２１日 (土) １６時００分～ 

      会 場  おおきにアリーナ舞洲（舞洲アリーナ）第 1 会議室 

           大阪市此花区北港緑地２－２－15 TEL ０６－６４６０－１８１１ 

 

(３)練習会場 令和３年８月２１日（土） １３時００分～１７時００分 

      会 場   おおきにアリーナ舞洲（舞洲アリーナ）サブアリーナ 

           大阪市此花区北港緑地２－２－15 TEL ０６－６４６０－１８１１ 

  

      令和３年８月２２日（日） ８時００分～大会終了時 

会 場  おおきにアリーナ舞洲（舞洲アリーナ）サブアリーナ 

           大阪市此花区北港緑地２－２－15 TEL ０６－６４６０－１８１１ 

 

 

(４)選手交代 (変更) 届について 

参加申込み後、特別な事情で選手の交代をする場合は、その理由を明記して8月21日(土) 

監督会議までに参加選手交代届を公益社団法人大阪府剣道連盟に提出すること。監督会議

において、選手交代を報告し、確認する。 

 

 

 （５）※ 新型コロナウイルス感染防止策について 

   全日本剣道連盟 令和２年８月27日付「主催大会実施にあたっての感染拡大予防ガ

イドライン」を準用し、かつ、「新型コロナウイルス感染症が終息するまでの暫

定的な試合・審判法」を適用して実施する予定です。 

   また、伝達事項があれば、都度発信する予定ですが、その内容によっては、審

判会議と監督会議を合同で実施することも検討します。 
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 【23】ラグビーフットボール競技 
 

１ 期日  令和 3 年 8 月 26 日(木）、28 日(土) 2 日間 

   

種別 8 月 26 日(木) 8 月 28 日(土) 

成年男子  代表決定戦 

女  子 代表決定戦  

少年男子 1 回戦 代表決定戦 

 ※台風等による荒天時は、8/27（金）・8/29（日）が予備日となりますのでご了承ください。 

 

２ 会場 

 少 年 男 子 １ 回 戦（8 月 26 日） 東大阪市花園ラグビー場 第 １ グ ラ ウ ン ド 

 女 子 代 表 決 定 戦（8 月 26 日） 東大阪市花園ラグビー場 第 ２ グ ラ ウ ン ド 

  少年・成年代表決定戦（8 月 28 日） 東大阪市花園ラグビー場 第１・２グラウンド 

              〒 578-0923 大阪府東大阪市松原南 1-1-1 Tel  072-961-3668 

 

３ 種目及び参加人員 

種別 本大会出場府県数 監督 選手 参加府県数 小計 合計 

成年男子 2 1 10 6 66 

276 女  子 2 1 10 6 66 

少年男子 2 1 23 6 144 

 (注)成年男子及び女子については、監督が選手を兼ねることができる。 

 

４ 競技上の規定及び方法 

 (1) 公益財団法人日本ラグビーフットボール協会制定の競技規則による。 

 (2) 試合時間は下記のとおりとする。    

種  別 前半 休憩 後半 備考 

成年男子 7 分 1 分 7 分  

女  子 7 分 1 分 7 分  

少年男子 25 分 5 分 25 分 代表決定戦は 30 分ハーフとする 

 

 (3) 規定時間内に勝敗が決しないときは引き分けとし、次の方法で次回への出場権を決める。 

  ア トライ数の多いチーム。 

  イ トライ数が同数の場合は、トライ後のゴール数の多いチーム。 

  ウ 女子・成年においては、上記の方法で決定しない場合、2 試合の失点合計が少ない方とする。 

エ 上記の方法で決定できない場合は、抽選によって次回への出場を決める。 

    ただし、代表決定戦は、両チーム優勝とするが、本大会への出場権は抽選によって決める。 

 (4) 罰則 

  ア 参加資格を偽った者、参加資格のない者が出場した場合、そのチームは大会から除名し、次回

大会の参加も認めない。この場合、事実発見の時の相手チームを勝者とし、それ以前のものには

触れない。 

  イ その他、スポーツパーソンシップに反するような行為のあった場合は、前項に準ずる。 

  ウ 参加チームは、その所属府県の役員等の行為についても責任を負う。 

 

５ 参加資格、所属府県及び選手の年齢基準 

  第 76 回国民体育大会参加資格、所属府県及び選手の年齢基準によるもののほか次による。 

 (1) 少年男子 

    高等学校在学中の生徒は､所属長(居住地を示す現住所によるもののほかは府県ラグビーフット 

ボール協会長)が人物、身体、学業など適当と認めた者とする。 
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(2) 女子 

    高校１年生を含む 2006 年４月１日以前に生まれた者。高等学校在学中の生徒は、所属長  

（居住地を示す現住所によるもののほかは府県ラグビーフットボール協会長）が、人物、身体、学

業など適当と認めた者とする。 

 

(3) 監督 

チームの監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく公認ラグビー

フットボールコーチ３（公益財団法人日本ラグビーフットボール協会Ａ級コーチ）、公認ラグビー

フットボールコーチ４のいずれかの資格を有するものとする。 

 

(4) その他 

公益財団法人日本スポーツ協会及び公益財団法人日本ラグビーフットボール協会選手・役員規定

に違反する者は参加できない。 

 

６ 参加上の注意 

 (1) 健康管理 

    参加チームは、あらかじめ専門医の健康診断を受けた上、申込みをするとともに、選手の管理に

ついて処置を講じる配慮をすること。 

    公益財団法人日本ラグビーフットボール協会は、独自の立場から健康診断と同時に本人の氏名の

確認、その他の事項についての処理をするので、各チームは本大会出場決定後、定められた期限ま

でに申込手続きを完了すること。 

 (2) 各都道府県ラグビーフットボール協会は、基礎となる選手（予備登録選手を含む）成年男子及び

女子 35 名以内、少年男子 50 名以内を所定の Web ページ（国民体育大会参加申込受付窓口）へアク

セスし、当該ブロック大会参加申込締切日までに申し込む。 

 (3) エントリー変更については、変更届を代表者会議に持参すること。 

 (4) 競技中およびその前後に使用するユニフォーム類には、必ず所属府県名を明示すること。 

 (5) 少年男子は、必ずヘッドギヤ（ＷＲマークがついたもの）及びマウスガードを着用すること。 

   女子は、必ずマウスガード、歯を保護するものの着用を義務とすること。また 19 歳未満の選手に

はヘッドギヤ（ＷＲマークがついたもの）着用を義務とすること。 

 (6) 国民体育大会に参加する選手は、必ず「国民体育大会ドーピング同意書及び選手カード」に署名

捺印のうえ、大会期間中は常に携帯することを徹底する。 

(7) 申込みを辞退する場合は、本大会申込締切日までに辞退届を提出する。 

 

７ 代表者会議 

  日 時  令和 3年 8 月 26 日(木) 13 時 00 分～ 

  会 場  東大阪市花園ラグビー場 第２多目的室 

       大阪府東大阪市松原南 1-1-1 Tel  072-961-3668 

  参加者  参加は、代表者１名 

 

８ 開会式 

  開会式は、実施しない。 
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【24】スポーツクライミング競技 
 

１ 期   日    2021 年 7月 17 日(土)～18 日 (日) 2 日間 

２ 種別・種目 

種  別 7 月 17 日(土) 7 月 18 日(日) 

成年女子 リード競技 ボルダリング競技 

少年男子 リード競技 ボルダリング競技 

少年女子 リード競技 ボルダリング競技 

３ 会   場 

リード会場     ：常翔啓光学園中学校・高等学校「常翔啓光クライミングウォール」 

 ボルダリング会場  ：ナカガイクライミングジム 摂津店 

４ 種別及び参加人数   

種  別 本大会出場府県数 監 督 選 手 参加府県数 小計 計 

成年女子 2 1 2 6 18 

54 少年男子 3 1 2 6 18 

少年女子 2 1 2 6 18 

５ 競技上の規定及び方法 

  公益社団法人日本山岳・スポーツクライミング協会が定めた現行の競技規則、並びに近畿ブロック

大会審判員会が定めた審判基準による。 

６ 参加資格 

  第 76 回国民体育大会参加資格・所属府県及び年齢基準による。 

 （注）ブロック大会に出場する選手（交替選手を含む）は、ブロック大会申込み締切り期日の 28 日前

までに、公益社団法人日本山岳・スポーツクライミング協会事務局へ選手登録申請を提出すること。 

  監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認山岳コーチ１、 

公認山岳コーチ２、公認山岳コーチ３、公認山岳コーチ４、公認スポーツクライミングコーチ１、 

 公認スポーツクライミングコーチ２、公認スポーツクライミングコーチ３、公認スポーツクライミン

グコーチ４のいずれかの資格を有していなければならない。 

７ 選手認識方法 

府県名の表示方法は次による。 

方  法 ゼッケン 

表示場所 上着・シャツ 

表  記 指定の府県番号 － 選手の枝番 

大 き さ Ａ5 サイズ 

位  置 背中中央 

色・書体 成女・赤枠赤字 少男・黒字 少女・赤字 書体ゴシック 

   選手の枝番は右図のように、１又は２で表記する。 27-1 

府県名は下表とする。 

滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 

25 26 27 28 29 30 

(注) ゼッケンは主催者が受付時に支給する。 

８ 受  付 

 2021 年 7月 17 日（土）9時 00 分～9時 15 分 

   常翔啓光学園中学校・高等学校 ２号館ホール（２階） 

９ 監督会議 

 2021 年 7月 17 日（土）9時 20 分～9時 35 分 

    常翔啓光学園中学校・高等学校 ２号館ホール（２階） 

令和 3年 7月 17 日（土）～ 18 日 （日）　2日間

令和 3年 7月 17 日（土）9時 00 分～ 9時 15 分

令和 3年 7月 17 日（土）9時 20 分～ 9時 35 分
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10 開 始 式 

  2021年 7月 17日（土）9時 45分～10時 00分 

   常翔啓光学園中学校・高等学校 ２号館ホール（２階） 

11 表 彰 式 

  2021年 7月 18日（日）16時 00分～  ナカガイクライミングジム 摂津店 

12  宿  舎 

 宿泊要項による。全チームの選手、監督は、競技１日目の夜は指定された宿泊地に宿泊すること。 

13 輸  送 

  競技会場及び宿舎からの計画輸送は行わない。自己車両で移動の場合、各競技場の駐車場は近隣の

有料駐車場を各自で利用すること。 

14 選手変更 

選手の変更については疾病・傷害等特別な場合のみ認めることとし、所定の用紙に記入の上、監督

会議までに受付に提出すること。 

《競技日程表》 

月 日 内  容 予定時刻 場  所 備 考 

7 

月 

17 

日 

（土） 

役員打合せ 8：00 

～ 8:10 

 

 

 

 

 

 

常翔啓光学園中学校・高等

学校 

 

枚方市禁野本町 1-13-21 

 

 

 

 

審判員会議 8：30 

～ 8:40 

選手受付 9：00 

～ 9：15 

監督会議 9：20 

～ 9:35 

開始式・リード競技開始通告 9：45 

～10:00 

アイソレーションクローズ 10：10 

リード競技（少年女子）  

11：00～ 

 

     （少年男子） 

     （成年女子） 

リード競技終了通告 15：30 

審判員会議 15：30～ 

7 

月 

18 

日 

（日） 

役員・審判員 集合 8：00  

 

 

 

ナカガイクライミングジム 

摂津店 

 

摂津市鳥飼新町 2-2-55 

 

 

選手受付 8：30 

アイソレーションクローズ・

ボルダリング競技開始通告 

9：00 

ボルダリング競技（少年女子）  

10：20～ 

 

        （少年男子） 

        （成年女子） 

ボルダリング競技終了通告 14：20 

審判員会議 14：20～ 

表彰式 16：00 

なお、詳細な競技日程については別途、競技時程表を参照すること。 

令和 3年 7月 17 日（土）9時 45 分～ 10 時 00 分

令和 3年 7月 18 日（日）16 時 00 分～　　ナカガイクライミングジム　摂津店
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【25】カヌー競技 
 
         

１ 期 日  令和 3年 6月 19日（土）・20日（日）： カヌースラローム・カヌーワイルドウォーター 

令和 3年 7月 3日（土）・ 4日（日）：カヌースプリント 

種 別 種  目 6月 20日（日） 7月 4日(日) 

 成年男子 

カヌースプリント  カヤックシングル  決勝 

カヌースプリント  カナディアンシングル  決勝 

カヌースラローム  カヤックシングル 決勝  

カヌースラローム  カナディアンシングル 決勝  

ｶﾇｰﾜｲﾙﾄﾞｳｫｰﾀ ｰ  カヤックシングル 決勝  

成年女子 

カヌースプリント  カヤックシングル  決勝 

カヌースプリント  カナディアンシングル  決勝 

カヌースラローム  カヤックシングル 決勝  

カヌースラローム  カナディアンシングル 決勝  

ｶﾇｰﾜｲﾙﾄﾞｳｫｰﾀｰ   カヤックシングル 決勝  

 

少年男子 

 

カヌースプリント  カヤックシングル  決勝 

カヌースプリント  カヤックペア  決勝 

カヌースプリント  カヤックフォア  決勝 

カヌースプリント  カナディアンシングル  決勝 

カヌースプリント  カナディアンペア  決勝 

少年女子 
カヌースプリント  カヤックシングル  決勝 

カヌースプリント  カヤックペア  決勝 

 

 

２ 会 場  カヌースプリント：音水湖カヌー競技場 

 兵庫県宍粟市波賀町引原 

       カヌースラローム・カヌーワイルドウォーター：瀬田川特設カヌー場 

                 滋賀県大津市大石東6丁目 1 

 

３ 種別（種目）及び参加人員 

種 別 種 目 
本大会出場

府県数 

監 

督 

選 

手 
参加府県数 

小

計 

合

計 

成年男子 
カヌースプリント カヤックシングル 3 

1 

1 6 

108 

150 

カヌースプリント カナディアンシングル 3 1 6 

成年女子 
カヌースプリント カヤックシングル 2 1 6 

カヌースプリント カナディアンシングル 1 1 6 

少年男子 

カヌースプリント カヤックシングル 4 1 6 

カヌースプリント カヤックペア 1 2 6 

カヌースプリント カナディアンシングル 3 1 6 

カヌースプリント カナディアンペア 1 2 6 

カヌースプリント カヤックフォア 1 

 

4 6 

少年女子 
カヌースプリント カヤックシングル 3 1 6 

カヌースプリント カヤックペア 1 2 6 

成年男子 

カヌースラローム カヤックシングル 3 

1 

1 6 

42 

カヌースラローム カナディアンシングル 1 1 6 

ｶﾇｰﾜｲﾙﾄﾞｳｫｰﾀ ｰ カヤックシングル 1 1 6 

成年女子 

カヌースラローム カヤックシングル 2 1 6 

カヌースラローム カナディアンシングル 1 1 6 

ｶﾇｰﾜｲﾙﾄﾞｳｫｰﾀｰ  カヤックシングル 1 1 6 
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４ 競技の規定及び方法 

（１）競技規則及び競技運営は、公益社団法人日本カヌー連盟競技規則及び国民体育大会特別規則による。 

（２）カヌースプリント 

ア 水路は、静水で長さ500ｍ・レーン幅９ｍ・６レーンとし、公益社団法人日本カヌー連盟が公認

したものとする。 

イ 水路は、50ｍごとに浮標によって標示する。浮標は、各レーンごとに白色･黄色を交互に使用し、

最後は決勝線の２ｍ先に設ける。発艇線及び決勝線は、赤旗で標示する。 

（３）カヌースラローム 

    水路は、150ｍ以上 400ｍ以内で漕航可能な急流とし、公益社団法人日本カヌー連盟が公認したもの。

ゲート数は15とする。 

（４）カヌーワイルドウォーター 

   水路は、1500ｍ以内で漕航可能な急流とし、公益社団法人日本カヌー連盟が公認したもの。 

 

５ 参加資格、所属府県及び選手の年齢基準 

   総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）公益社団法人日本カヌー連盟賛助会員Ａ登録者で認定のバッチテストＣ級以上の有資格者であるこ

と。 

（２）出場は１人１種目とする。 

（３）カヌースプリント種目の少年種別に参加できる選手には、2006 年 4月 2日から 2007 年 4月 1日ま

での間に生まれた中学3年生を含むものとする。 

   また、成年女子種別カナディアンシングル種目に参加できる選手は、中学3年生を含む2007 年 4

月 1日以前に生まれたものとする。 

（４）カヌースラローム種目（成年男子種別､成年女子種別）及びカヌーワイルドウォーター種目（成年男

子種別、成年女子種別）に参加できる選手は、中学3年生を含む2007 年 4月 1日以前に生まれたもの

とする。 

（５）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認カヌーコーチ１、

公認カヌーコーチ２、または公認カヌーコーチ３、公認カヌーコーチ４のいずれかの資格を有する者

であること。 

（６）成年選手は監督を兼任することができる。カヌースプリント種目とカヌースラローム種目・カヌー

ワイルドウォーター種目の監督を兼任することはできない。 

 

６ 参加上の注意 

（１）各種目とも、カヌー艇は規則に則り、公益社団法人日本カヌー連盟の公認艇を用い、検艇を行い、合

格したもののみとする。 

（２）開始式・表彰式には各府県ユニフォームで参加する。 

（３）競技ユニフォームは、登録した競技用の服装とする。 

（４）選手変更については、疾病、傷害等の特別な場合のみ認めるものとし、監督会議開催前までに主管

協会へ提出する。 

 

７ 開始式 

（１）カヌースラローム・カヌーワイルドウォーター 

   日 時  令和 3年 6月 20日（日）9時 00分                    

会 場   佐久奈度公園 競技本部前 

（２）カヌースプリント 

   日 時  令和 3年 7月 4日（日）9時 00分  

   会 場  音水湖カヌー競技場 競技本部前 

 

 

８ 監督会議・検艇 

（１）カヌースラローム・カヌーワイルドウォーター 

   日 時  令和 3年 6月 19日（土）検    艇 14 時 00 分～16時 00 分 

                   監督会議 16時 00 分～17時 00 分 

   会 場  佐久奈度公園 競技本部 
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（２）カヌースプリント 

   日 時  令和 3年 7月 3日（土） 検    艇 10 時 00 分～16時 00 分 

                   監督会議 16時 00 分～17時 00 分 

   会 場  音水湖カヌー競技場 競技本部前 

 

 

９ その他 

  天候の関係で、一部種別（種目）の開催場所・期日を変更することがある。 
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【 】アーチェリー競技

 

１ 期 日 令和 年 月 日（土）～ 日（日） 日間 
 

種 別 月 日（土） 月 日（日）

成年男子 
弓具検査 ～

公式練習 ～

開 始 式 ～

競 技 ～

閉会式 予定
成年女子 

少年男子 

少年女子 
 
２ 会 場 岸和田市浜工業公園 球技広場 2 グラウンド 

〒 大阪府岸和田市地蔵浜町

： （浜工業公園臨海会館事務所）

３ 種別及び参加人員

種  別 本大会出場府県数 監  督 選  手 参加府県 小  計 合計 
成年男子

成年女子

少年男子

少年女子

４ 競技場の規定及び方法

（１）全日本アーチェリー連盟競技規則（2020 年～2021 年）により、70ｍラウンドで実

施する。 
（２）競技は１標的３名の行射で、Ａ・Ｂ・Ｃの１立制とする。 
（３）申込み後の選手の変更については、変更届（所定の様式）で届けられた場合認める。 

変更する場合は、成年・少年の部とも監督会議までに、書面で提出のこと。

（４）監督不在の場合は、代理（6 項「監督の資格基準」を満たす者）、もしくは

他種別との兼任を認める。 

 
５ 参加資格、所属府県及び選手の年齢基準

（１）第 76 回国民体育大会参加資格、所属府県及び年齢基準によるものの他、選手本人の 
公益社団法人全日本アーチェリー連盟の会員登録を完了し、「ＡＪＡＦターゲットスタ

ーバッジ」を取得している者とする。（当日、会員証・バッジを持参のこと） 
（２）選手、監督の兼任はできない。 

 
 
６ 監督の資格基準

監督は公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認アーチェ

リーコーチ１、公認アーチェリーコーチ２、公認アーチェリーコーチ３、公認アーチェ

リーコーチ４のいずれかの資格を有する者であること。 
 

７ 参加上の注意

（１）府県名（府県＋アーチェリー、府県＋アーチェリーチーム）をつけたユニフォームを
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選手・監督ともに着用のこと。（学校名・企業名・クラブ名等は認めない。） 
（２）選手の事情により、得点記録の代理者においても上記と同様の服装とする。 
（３）用具検査は、公式練習中に受けること。 
（４）各府県の府県旗を持参すること。 

８ 予選結果の報告

各都道府県協会（連盟）は、ブロック大会開催２週間前までに、立順が記載された全選

手の都道府県大会予選の成績表（Ａ４）１部を大阪府アーチェリー連盟事務局宛提出す

ること。

 
９ 開 始 式

 日  時：令和 年 月 日（土） ～ 
 場  所：岸和田市浜工業公園 球技広場 2 グラウンド 

（但し、雨天の場合は浜工業公園 臨海会館で開催） 
 

そ の 他

（１）審判会議   
日  時：令和 年 月 日（土） 時 分

 会  場：岸和田市浜工業公園 臨海会館 
（２）代表者・監督会議   

日  時：令和 年 月 日（土） 時 分

 会  場：岸和田市浜工業公園 臨海会館 
（３）用具検査・公式練習 

弓具検査：令和 年 月 日（土） 時 分～

公式練習：令和 年 月 日（土） 時 分～

 場  所：岸和田市浜工業公園 球技広場 2 グラウンド 
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【 】空手道競技

１ 期 日 令和 年 月 日（日） 日間

２ 会 場 東大阪アリーナ（東大阪市立総合体育館） 

  〒  東大阪市中小阪  TEL：

３ 日 程 令和 年 月 日 日

・選手受付 ９：００～ ９：２０

・審判会議 ９：１０～ ９：４０

・監督者会議 ９：４０～ ９：５０

・開会式 １０：００～１０：３０

・競技開始、終了 １０：３０～１６：３０

・表彰式、閉会式 １６：３５～１６：５０

４ 種目等、参加人員

種 別 種 目 本大会出場府県数 参加府県数 監 督 選 手 合 計

成年男子

形 個人戦
成年女子

少年男子

少年女子

８ブロック自由選択

登録会員数上位自由選択

５ 競技規定

形競技は、公益財団法人全日本空手道連盟競技規定により行う。

ア 予選ラウンド 上位４名を選ぶ。（採点方式）

決勝ラウンド 得点により順位を決定する。（採点方式）

イ 各ラウンド同点の場合は下記の事項を適用し勝敗を決める。

① 技術面の得点が高い方の選手

② 競技面の得点が高い方の選手

③ 両方とも同得点の場合、新たな形で演武を行う

ウ 予選ラウンドは第１指定形または第２指定形、決勝ラウンドは自由形とする。

自由形は、空手競技規定の「付録７：指定形リスト」「付録８：得意形リスト」とする。

ただし、同じ形は使用しない。（指定形×１、自由形×１ 最低計２つの形が必要）

エ 審判員は、５名とする。

６ 出場資格

（１）選手は、公益財団法人全日本空手道連盟の登録会員及び公認初段位以上の取得者でなければなら

ない。

（２）公認初段位の取得は受審基準「満 歳以上」かつ「義務教育を修了した者」を満たすものとす

る。なお、少年段位の取得者は、公認段位へ移行手続きをすること。

（３） 年度傷害保険加入者であること。

（４）成年は 年 月 日以前に生まれた者。

少年は 年 月 日以降に生まれた者。

（５）登録選手以外の出場は認められない。選手の変更も認められない。

居住地 勤務先 学校 ふるさと制度のいずれかが当該府県に所在すること。

（６）監督は、①公益財団法人全日本空手道連盟公認全国又は地区の審判員資格と②公益財団法人日本

スポーツ協会公認空手道コーチ３以上の資格の両方（①及び②）の有資格者であること。

– 72 – 



  

（７）監督は選手を兼ねることができない。

７ 表 彰

（１）男女総合成績第１位の府県に、優勝旗を授与する｡

（２）各種目の第１位から第３位までに、賞状を授与する。

総合成績の得点算定基準は、次のとおりとする。

※ 個人 １位＝８点 ２位＝７点 ３位＝６点

８ 審判員

形審判員は、公益財団法人全日本空手道連盟全国形審判資格を有する審判員の中から、全日本空手

道連盟近畿地区協議会が指名する。また、会派などを考慮して審判構成を行う。

９ 服 装

（１）審判員 グレー系のズボン、紺色ブレザー（シングル）全空連指定ネクタイ、白半袖シャツ、黒

色審判用シューズ、黒または紺色ソックス、笛。

（２）監 督 空手衣に、大会事務局より配布した腕章を着用する。

（３）選 手 白無地、清潔な空手衣に各府県名マークを左胸、ゼッケンを背中中央部に縫い付けるこ

と。帯は大会事務局でも準備するが、各自用意しても良い。

（４）競技役員 グレー系のズボン、白半袖シャツ、黒または紺色ソックス。

（注）選手・審判員は上記服装を遵守すること。

（違反者は審判長権限において出場を許可しない場合もある。）

参加申込

申込期限 令和 年 月 日（月）必着のこと。

組合せ抽選

近畿地区協議会で厳正に行う。

日時 令和 年 月 日（日） ～

場所 エディオンアリーナ大阪（大阪府立体育会館）第４会議室

その他

（１）競技中の事故については、大会本部で応急処置をするが、その後の治療は負傷者の所属する各府

県連盟の責任で行うこと。健康保険証を必ず持参すること。

（２）各府県連盟の責任者は、選手の体調を把握し、体調不良の選手を出場させないこと。

（３）参加選手はあらかじめ医師の健康診断を受け、健康であることが証明された者であること。

（４）形選手の自由枠選手は、各府県から報告された形選考委員各１名により、大会当日決定する。
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【28】なぎなた競技 

 

１．期 日  令和 3年 8 月 22 日（日） 1 日間 

２．会 場  堺市立初芝体育館 

         〒599-8161 堺市東区野尻町 221-4  ℡072-285-0006 

３．種別種目および参加人員 

 

 

 

４．参加資格 

  第 76 回国民体育大会実施要項総則５に示された資格とする。 

   

５．競技場の規定及び方法 

 (1)公益財団法人全日本なぎなた連盟競技規定並びに審判規定によって行う。 

 (2)審判員は近畿各府県から選出する。 

(3)試合は、リーグ法で行い順位を決定する。 

 (4)試合時間は３分･延長２分１回とし、勝敗は決しない時は審判員が判定する。 

 (5)順位の決定は、勝数、勝者数、勝本数の多い順とする。 

勝者数・勝本数が同数のときは、負数、負者数・負本数の少ない順とする。 

それも同数のときは対戦チームの勝敗で決定する。 

６．その他 

   (1)選手は垂れにゼッケンをつける。 

     ゼッケンの上部に白字で府県名(横書)中央に姓(縦書き)を明記すること。 

 (2)選手交代について 

     参加申し込み後、特別な事情で選手の交代をする場合は、所定の様式にて、監督会議までに提出 

すること。 

 (3)監督の服装は白のポロシャツ・紺又は黒のスラックスかスカート・白のソックスとする。 

    (4)監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認なぎなたコーチ 

１以上の有資格者とする。 

７．開始式 

     日 時 令和 3 年 8 月 22 日(日) 12 時 00 分～   

８．諸会議日程 

   (1)用具検定  日 時  令和 3 年 8月 22 日(日) 11 時 00 分～ 

   (2)監督会議  日 時  令和 3 年 8月 22 日(日) 11 時 00 分～11 時 15 分 

(3)審判会議  日 時  令和 3年 8 月 22 日(日) 11 時 20 分～11 時 40 分 

種 目 本大会出場府県数 監 督 選 手 参加府県数 合 計 

少年女子 4 1 3 6 24 
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【29】ボウリング競技 
 

 

１ 期 日  令和 3 年 7 月 31 日 (土)～8 月 1 日（日）２日間 

 

２ 会 場  X-BOWL (公認競技場 No127-164 号) 

        〒577-0004 大阪府東大阪市稲田新町 3-10-18 コスモビル 6F ℡ 06-6743-0360 

 

３ 種別(種目)及び参加人員 

種  別 種  目 本大会出場府県 監 督 選  手 参加府県数 小 計 合 計 

成年男子 

個人戦 

３ １ ４ ６ 30 

96 

２人チーム戦 

４人チーム戦 

成年女子 

個人戦 

３ １ ４ ６ 30 ２人チーム戦 

４人チーム戦 

少年男子 
個人戦 

２ １ ２ ６ 18 
２人チーム戦 

少年女子 
個人戦 

２ １ ２ ６ 18 
２人チーム戦 

 

４ 競技上の規程及び方法 

（１）競技規程は、公益財団法人全日本ボウリング協会のボウリング競技規則並びに選手権競技会規程

による。 

（２）審判員は、公益財団法人全日本ボウリング協会公認審判員が当たる。 

（３）競技方法 

  ○ 個人戦（成年男子・成年女子・少年男子・少年女子） 

     前半３ゲーム、後半３ゲームを、１ゲーム毎にレーンを移動して投球し、合計６ゲームの競技

を行い、その総得点により各種目の順位を決定する。 

○ 団体２人チーム戦（成年男子・成年女子・少年男子・少年女子） 

     各選手が３ゲームを､１ゲーム毎にレーンを移動して投球し､そのチームの総得点により順位を

決定する。 

○ 団体４人チーム戦 (成年男子・成年女子) 

各選手が３ゲームを、１ゲーム毎にレーンを移動して投球し、そのチームの総得点により順位

を決定する。 

 

５ 参加資格、所属府県及び選手の年齢基準 

（１）第 76 回国民体育大会総則５に定める者とし、各府県の予選会を経て代表選手と認められた者 

（２）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ボウリングコー 

チ１、公認ボウリングコーチ２、または公認ボウリングコーチ３、公認ボウリングコ

ーチ４いずれかの資格を有する者 

（３）選手の年齢基準 

（ア）成年男子・成年女子 

    平成 15 年４月１日以前に生まれた者 

（イ）少年男子・少年女子 

    平成 19 年４月１日以前に生まれた者から平成 15 年４月２日以後に生まれた者 

（４）成年選手は同種別の監督を兼任することができる。 

 

６ 表彰 (全種別・各種目：第１位～第３位) 

（１）府県別総合 （２）４人チーム戦 （３）２人チーム戦 （４）個人戦 
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７ 得点方法 

  各種目ごとに次の順位ポイントを与え、合計ポイントにより府県総合（種別）の順位を決定する。 

種 目 第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 第６位 第７位 第８位 

個人戦 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

２人チーム戦 ２４ ２１ １８ １５ １２ ９ ６ ３ 

４人チーム戦 ２４ ２１ １８ １５ １２ ９   

同位の裁定 

  各種目別競技の得点が同位のときは、その順位を共有し、次の順位を欠位とする。 

  なお、得点は次の順位のものを加え、当該府県で等分する。 

  府県別総合得点ポイントが同位のときは種別全員の合計得点の多い方を上位とする。 

 

８ 注意事項 

（１）申込み後の選手変更は、監督会議終了までとする。所定の選手交代（変更）届を大阪府実行委員

会並びに大阪府ボウリング連盟へ提出すること。 

（２）ユニフォームには必ず所属府県名及び氏名を表示し、同一チームメンバーは、上下とも同一のユ 

  ニフォームを着用のこと。 

（３）使用ボールは、公益財団法人全日本ボウリング協会の認証規格に合致したものを使用し、｢ボー

ル検査合格証｣を各自が必ず携帯すること。また、使用するボールは全て登録すること、原則とし

て追加の登録は認めない。但し、ボウラーズエリアへのボールの持込みは 4 個以内とする。 

（４）開始式には、少年種別の監督、選手全員が参加すること。 

（５）表彰式・閉会式には、表彰対象者全員が参加すること。 

（６）監督は選手の健康状態を充分に把握し、事故のないように配慮すること。 

（７）大会日程は、都合で変更することがある。 

 

９ 監督会議 （レーン抽選会）  

日 時 令和 3 年 7 月 31 日（土）13 時～   （少年）  会 場 X-BOWL・会議室 

                 18 時 40 分〜 （成年） 会 場 X-BOWL・会議室 

10 開始式 

  日 時 令和 3 年 7 月 31 日（土）13 時 40 分～           会 場 X=BOWL・競技場 

   

11 競技予定 

7 月 31 日

（土） 

11:30 〜 少年種別入場   

12:00 〜 12:50 公式練習 （少年男子・少年女子） ※ 終了後ボール登録 

13:00 〜 13:20 監督会議 （少年男子・少年女子）  

13:40 〜 13:50 開 始 式 （少年男子・少年女子）  

14:00 〜 15:50 個 人 戦 （少年男子・少年女子）  

16:20 〜 17:20 ２人チーム戦 （少年男子・少年女子）  

17:40 〜 18:00 表 彰 式 （少年男子・少年女子） ※ 終了後速やかに退場 

18:20 〜 成年種別入場   

18:40 〜 19:00 監督会議 （成年男子・成年女子）  

19:20 〜 20:10 公式練習 （成年男子・成年女子） ※ 終了後ボール登録 

8 月 1 日

（日） 

 8:15 〜 成年男子入場   

 9:00 〜 10:50 個 人 戦  （成年男子）  

10:00 〜  成年女子入場   

11:00 〜 12:50 個 人 戦 （成年女子）  

13:00 〜 13:50 ２人チーム戦 （成年男子）  

14:00 〜 14:50 ２人チーム戦 （成年女子）  

15:00 〜 16:40 ４人チーム戦 （成年男子・成年女子）  

17:10 〜 17:40 表彰式・閉会式 （成年男子・成年女子）  

 

12 閉会式    

日 時 令和 3 年 8 月 1 日（日）17 時 10 分～            会 場  X=BOWL・競技場 
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【30】ゴルフ競技 

 

1. 期  日  令和 3 年 6 月 24 日（木） 1 日間 開始式・競技（18HS）・表彰式 
 
2. 会  場  茨木カンツリー倶楽部 西コース 
        〒567-0034 茨木市大字中穂積 25  TEL：072-625-1661 
 
3. 種別及び参加人数 

種 別 本大会出場府県数 監 督 選 手 参加府県数 小 計 合 計 

少 年 男 子 3 1 3 6 24 24 

 
4. 参加資格 

（1） 選手は公益財団法人日本ゴルフ協会の登録者であること。なお、未登録者が本大会代表となるた

めには、本大会出場を条件として一時登録を認められた者。 
（2） 選手の年齢基準 

平成 15 年 4 月 2 日から平成 18 年 4 月 1 日までの間に生まれた者とする。 
平成 18 年 4 月 2 日から平成 19 年 4 月 1 日までの間に生まれた中学 3 年生。 

（3） 監督は（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ゴルフコーチ 1・公認

ゴルフ教師・公認ゴルフ上級講師のいずれかの資格を有する者であること。 
 

5. ローカルルール 

（1） アウトオブバウンズは、白杭または白線のコース側を地表レベルで結んだ線によって定められ

る。 
（2） 修理地は青杭を立て、白線によってその縁を定める。 
（3） レッドペナルティーエリアは、赤杭または赤線によってその縁を定める。線と杭が併用されてい

る場合は線がその縁を定める。 
（4） ジェネラルエリアにある排水溝は、ジェネラルエリアの動かせない障害物とする。 
（5） 人工の表面をもつ道路に接した排水溝は、その道路の一部とみなす。 
（6） 電磁誘導カート用の 2 本のレールは、その 2 本のレールの全幅をもって 1 つのカート道路とみ

なす。 
（7） プレー中に、プレーヤーの球が送電線に当たったことが分かっている、または事実上確実な場

合、そのストロークはカウントしない。プレーヤーは罰なしに、直前のストロークを行った場所

から球をプレーしなければならない。 
このローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則 14.7a に基づく

一般の罰。 
（8） 特定の用具の使用制限 

a． 『適合ドライバーヘッドリスト・ローカルルールひな型 G・1』を適用する。 
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b． 『溝とパンチマークの仕様・ローカルルールひな型 G・2』を適用する。 
c． 『適合球リスト・ローカルルールひな型 G・3』を適用する。 

（9） 規則 5.5b は次のように修正される：2 つのホールのプレーの間、プレーヤーは次のことをして

はならない。 
・ 終了したばかりのパッティンググリーンやその近くで練習ストロークを行う。または、 
・ 終了したばかりのパッティンググリーンの表面をこすったり、球を転がすことによってパッ

ティングリーン面をテストする。 
このローカルルールの違反の罰：一般の罰 

（10） 規則 5.2b は次のように修正される：プレーヤーはラウンド前やラウンドとラウンド間にコース

上で練習してはならない。  1 回目：一般の罰  2 回目：失格 
 
6. 競技の条件 

（1） 競技規則 
公益財団法人日本ゴルフ協会ゴルフ規則とこの競技のローカルルールを適用する。 

（2） 競技委員会の裁定 
競技委員会は競技の条件を修正する権限を有し、すべての事柄について、この委員会の裁定は最

終である。 
（3） 競技終了時点 

本競技は、委員長の成績発表がなされた時点をもって終了したものとみなす。 
（4） プレーの中断と再開 

① プレーの中断（落雷などの危険を伴わない気象状況）については、ゴルフ規則 5.7a、b、c、
d に従って処置すること。 

② 険悪な気象状況にあるため、委員会の決定によりプレーが中断となった場合、同じ組の競技者

全員がホールとホールの間にいたときは、各競技者は委員会よりプレー再開の指示が出るま

でプレーを再開してはならない。1 ホールのプレーの途中であった時は、各競技者はすぐにプ

レーを中断しなければならず、そのあと、委員会よりプレー再開の指示が出るまでプレーを再

開してはならない。競技者がすぐにプレーを中断しなかったときは、ゴルフ規則 5.7d に決め

られているような、罰を免除する正当な事情がなければ、その競技者は競技失格となる。 
③ プレーの一時中断と再開の合図について 

通常のプレーの中断：間隔の短いサイレンを繰り返して伝えられる。 
険悪な気象状況による即時中断：1 回の長いサイレンを鳴らして伝えられる。 
プレーの再開：間隔の長いサイレンを繰り返して伝えられる。 

（5） 移動について 
ラウンド中、委員会が別途認めた場合を除き、いかなる移動用の機器にも乗ってはならない。 

（6） キャディについて 
正規のラウンド中、競技者はキャディを使用してはならない。 

 

7. 順位の決定 

(1) 各選手は、18 ホールストロークプレーを行い、順位は参加選手全員の合計スコアにより決定し、
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上位 3 位までの府県チームがブロック代表として本大会に出場できる。 
 

(2) タイが生じた場合 
① 団体戦においては A（第 1 グループ）のスコアにより、決しないときは B（第 2 グループ）と

し、なお決しないときは A によりマッチングスコアカード方式にて決定する。 
② 個人戦はタイが生じた場合は上位 3 位タイまでマッチングスコアカード方式にて決定する。 

 
8. 注意事項 

（1） 競技の条件またはローカルルールに追加、変更のあるときは、スターティングホールのティーイ

ングエリア付近に掲示して告示する。 
（2） 練習は指定練習場で行い、打放し練習場では備え付けの球を使用し、スタート前の練習は 1 人 1

箱を限度とする。（飛距離 240 ヤード以下のクラブを使用） 
（3） スタート時間 5 分前には、必ずティーイングエリア周辺に待機すること。 
（4） プレーの進行に留意し、先行組との間隔を不当にあけないよう注意すること。プレーの不当の遅

延は、ゴルフ規則 5.6a により罰せられる。 
（5） ラウンド中プレーヤーは、部外者を近づけないよう十分留意すること。部外者のコース内立入り

は No1、No10 ホールのティーイングエリア周辺、No9、No18 ホールのグリーン周辺までとす

る。 
（6） 各都道府県ゴルフ競技団体は都道府県大会を実施し、ブロック大会及び本大会に出場する代表を

決定する。また、試合記録を公益財団法人日本ゴルフ協会宛に報告すること。 
 
9. 表   彰 

団 体 戦   第 1 位～第 3 位に賞状を授与する。 
個 人 戦   第 1 位～第 3 位に賞状を授与する。 

 
10. 選手交代について 

参加申込締切後の選手変更は疾病､傷病等特別の事情がある場合で 1 名に限り認める。監督会議開始

までに選手交代（変更）届を実行委員会及び実施府県団体に送付し、写しを監督会議に提出すること。 
 

11. 開始式 

令和 3 年 6 月 24 日（木） 会場にて 8 時 00 分～ 
 

12. 表彰式 

令和 3 年 6 月 24 日（木） 会場にて 15 時 00 分～ 
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《冬季大会》 
【31】アイスホッケー競技 

 

 

１ 期 日  令和 3 年 12 月 4 日（土）・5 日（日）・12 月 11 日（土）・12 日（日） 

４日間 

 

２ 会 場  大阪府立臨海スポーツセンター 

〒592－0006 大阪府高石市高師浜丁６番１号 ℡ 072-268-8351 

 

３ 種目及び参加人員 

種 別 本大会出場府県数 監督等 選 手 参加府県数 合 計 

成年男子 ４ ６ 25 ６ 186 

（注）１府県 25 名までの選手を登録できるが、試合はゴールキーパー２名を含む 16 名とする。 

 

４  競技上の規定及び方法 

（１）組み合わせ方法 

前年度１位～４位の府県をシードしてトーナメント戦を行い、本年度の順位を決定する。 

なお、１回戦は、前年度３位対６位、４位対５位の対戦とする。 

（ただし、当該チームが棄権した場合は、相手チームを勝者とする。） 

（２）競技方法 

ア アイスホッケー競技国際規定による。 

イ １ピリオド正味 15 分、インターバルは 10 分。 

１試合 1 回（30 秒間）のタイムアウトをとることができる。 

ウ 第３ピリオド終了時点で同点の場合、終了時３分後（製氷なし）のインターミッションを取

り、GK を含めて『４on４』（プレーヤー３on３）のサドン・ヴィクトリー方式による５分間の

延長戦を行う。 

エ 延長戦で同点の場合は、サドン・ビィクトリー方式のゲーム・ウイニングショットで決定す

る。 

 

５ 参加資格 

第 76 回国民体育大会参加者資格、所属府県及び選手の年齢基準による。 

監督は公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格の公認コーチ４・公認コーチ３・

公認コーチ１のいずれかの資格を有するものとする。 

 

６ その他 

（１）代表者会議 日 時  令和 3 年 10 月 3 日（日）13 時 00 分～ 

会 場  （未定） 

 

監督会議  日 時  令和 3 年 12 月 4 日（土）18 時 00 分～ 

会 場  大阪府立臨海スポーツセンター 会議室 

 

（２）開始式 実施しない 
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４．競技団体事務局連絡先及び近畿ブロック大会担当者一覧

〒 所在地 電話番号

547-0011
大阪市平野区長吉出戸4-5-16
一般財団法人大阪水泳協会

06-6115-6653 齋藤　好史

547-0011
大阪市平野区長吉出戸4-5-16
一般財団法人大阪水泳協会

06-6115-6653 樋口　育子

2 550-0004
大阪市西区靫本町1-7-25
ｲﾄｰﾀﾞｲ靫本町ﾋﾞﾙ6F
一般社団法人大阪府サッカー協会

06-6441-5881 坂東　和浩

3 550-0003
大阪市西区京町堀2-13-1-211
大阪府テニス協会

06-6459-3783 影山　孝雄

4 541-0041
大阪市中央区北浜2-3-10
VIP関西センター3F
一般社団法人大阪ボート協会

06-4708-4766 太田　康智

5 599-8241
堺市中区福田546-2
大阪ホッケー協会

090-1672-5603 千野　雅人

6 592-0005
高石市千代田6-12-1
大阪府立高石高等学校内

090-1001-9821 北岡　直樹

7 556-0011
大阪市浪速区難波中2-7-25
ナンバビル304号
大阪府バレーボール協会

06-6632-8668 大塚　正宣

8 563-0122
豊能郡能勢町上田尻580
大阪府立豊中高等学校能勢分校内

080-2441-1512 武田　庄治

9 540-0008

大阪市中央区大手前1-7-31
OMMビル13階L-1室
一般財団法人大阪府バスケットボール
協会

 06-6945-5601 北村　千晶

10 536-0001
大阪市城東区古市1-20-26
大阪産業大学附属高等学校内
大阪ウエイトリフティング協会

090-8316-1617 市場　孝士

11 543-0031
大阪市天王寺区石ヶ辻町12-16
清風高等学校内
大阪ハンドボール協会

06-6771-5757 水戸　善弘

12 558-0023
大阪市住吉区山之内町5-3-37
大阪府ソフトテニス連盟

06-6691-7052 友谷　往弘

13 556-0011
大阪市浪速区難波中3-4-36
大阪府立体育会館内
NPO法人大阪卓球協会

06-6636-0801 阪井　一利

14 550-0002
大阪市西区江戸堀1-22-25
中澤佐伯野球記念会館3F
大阪府軟式野球連盟

06-6441-5190 山田　三樹

15 583-0867
羽曳野市河原城991
(株)乗馬クラブクレイン内
大阪府馬術連盟

072-362-3241 藤井　利朗

18 543-0031
大阪市天王寺区石ヶ辻町12-16
清風高等学校内
大阪府フェンシング協会

06-6771-5757 好川　裕士

16 536-0022
大阪市城東区永田4-15-11
講道館大阪国際柔道センター3F
大阪府柔道連盟

06-6964-5553 大川　進

水
泳

水 球

アーティスティック
ス イ ミ ン グ

ウエイトリフティング

フ ェ ン シ ン グ

サ ッ カ ー

テ ニ ス

ボ ー ト

ハ ン ド ボ ー ル

ソ フ ト テ ニ ス

卓 球

軟 式 野 球

馬 術

柔 道

ホ ッ ケ ー

ボ ク シ ン グ

バ レ ー ボ ー ル

体 操

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル

担当者No
事務局連絡先

競技名

1
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〒 所在地 電話番号

17 543-0042
大阪市天王寺区烏ケ辻1-3-23
ケーズスクエア401号
大阪府ソフトボール協会

 06-6779-3982 杉上　久美子

19 574-0046
大東市赤井3-5-5　第2池田ビル2A
大阪府バドミントン協会

072-806-8558 立花　良明

20 565-0826
吹田市千里万博公園6-5
万博記念公園弓道場内
大阪府弓道連盟

06-6318-5112 高辻　照生

21 547-0001
大阪市平野区加美北1-5-7
大阪府ライフル射撃協会

090-7553-3884 荒木　俊行

22 530-0044
大阪市北区東天満2-8-1
若杉センタービル別館5階502号室
公益社団法人大阪府剣道連盟

06-6351-3345 木部　篤生

23 540-0012
大阪市中央区谷町2-7-4
スリースリーズビル5F
大阪府ラグビーフットボール協会

06-6945-7822 尼田　勝彦

24 537-0014
大阪市東成区大今里西2-5-12
大阪セルロイド会館206
一般社団法人大阪府山岳連盟

06-6973-3675 飛田　典男

25 594-0011 和泉市上代町619-2 090-3038-7112 清水　靖孝

26 596-0041 岸和田市下野町2-11-2-303 090-9616-3768 小橋口　圭彦

27 631-0011 奈良市押熊町2185-6 0742-47-9754 桑本　知幸

30 578-0948
東大阪市菱屋東1-1-10
(株)宮川工具研究所内
大阪なぎなた連盟

072-970-6628 今浦　千信

31 550-0011
大阪市西区境川1-3-2
大阪府ボウリング連盟

06-6582-3820 米澤　満

32 564-0063
吹田市江坂町1-23-20
大阪府ゴルフ協会

06-6339-0877 牛島　敏博

33 571-0015
門真市三ツ島3-7-16
大阪府立門真スポーツセンター内
大阪府アイスホッケー連盟

072-883-8146 楠　雅成

事務局連絡先
担当者

ゴ ル フ

ア イ ス ホ ッ ケ ー

バ ド ミ ン ト ン

弓 道

ア ー チ ェ リ ー

空 手 道

な ぎ な た

ボ ウ リ ン グ

ラ イ フ ル 射 撃

剣 道

ラグビーフットボール

ソ フ ト ボ ー ル

No 競技名

スポーツクライミング

カ ヌ ー
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1 
 

第 76 回（第 77 回冬季）国民体育大会近畿ブロック大会における 

新型コロナウイルス感染拡大防止ガイドライン 

 

 

 

※  本ガイドラインは「国民体育大会開催における新型コロナウイルス感染拡大防止に

関する基本方針」（公益財団法人日本スポーツ協会）に基づき、「新型コロナウイルス

を防ぐには」及び「府民の皆さまにお願いしたいこと」（大阪府）、「三重とこわか国体

競技会おける新型コロナウイルス感染防止対策ガイドライン」（三重とこわか国体・三

重とこわか大会実行委員会）、各中央競技団体等が定めるガイドライン等を参考に、第

76 回（第 77 回冬季）国民体育大会近畿ブロック大会の競技会開催に向け、新型コロ

ナウイルス感染症の感染リスクを抑え、安全・安心な競技会運営とすることを目的に

作成しました。 

 

 

※  本ガイドラインの事項が、第 76 回（第 77 回冬季）国民体育大会近畿ブロック大会

開催における新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策の全てを網羅してはいな

いため、信頼できる関係機関が発信する情報を常に確認し、十分な対策を講じていた

だきたい。 

 

 

※  本ガイドラインは、新型コロナウイルス感染拡大等の状況に応じて、随時、必要な

改訂を行っていきます。 

 

 

 

第 76 回（第 77回冬季）国民体育大会近畿ブロック大会大阪府実行委員会 

【第 1版】 令和３年４月１日 
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2 
 

１ 目的 

本ガイドラインは、第 76 回（第 77 回冬季）国民体育大会近畿ブロック大会（以下「近畿

ブロック大会」とする。）開催にあたって新型コロナウイルスの感染防止のため、競技会にお

ける、各主体の役割分担や参加者が遵守すべき事項を定めるとともに、競技団体において実

施することが望ましい標準的な対策をとりまとめたものである。 

なお、競技固有の特性により必要となる対策は、各中央競技団体等が定めるガイドライン

に従い実施するものとする。 

 

２ 対象競技 

  本ガイドラインは、近畿ブロック大会実施競技を対象とする。 

 

３ 共通予防対策 

  近畿ブロック大会の開催にあたり、全ての参加者個々人が、感染予防対策を確実に実行す

ることが感染拡大の基本である。以下の事項を感染予防対策の基本とし、各競技団体におい

ては、競技特性に応じた予防対策の確実な実行に向けて準備・運営にあたる。 

 

 
＜近畿ブロック大会における共通予防対策＞ 

・手指消毒の励行、手洗いの徹底 

・競技及びウォームアップ実施時以外、常時マスクの着用 

・ソーシャルディスタンスの確保 

・「３密」（密閉空間・密集場所・密接場面）の回避 

・禁煙の推奨 

・毎日の健康と行動の記録（体調管理チェックシート）の提出・必要に応じた事後報告 

・大声での会話・応援の自粛 

・厚生労働省の接触確認アプリ「COCOA」及び大阪府の「大阪コロナ追跡システム」の利用

推奨 

・健康管理アプリケーション「GLOBAL SAFETY」の利用促進 

・大会期間中の不要不急な会食の自粛 

・選手、関係者、観客等のゾーニング確保 
 

 

４ 役割分担 

（１）大阪府実行委員会 

 ①本ガイドラインを作成し、関係者へガイドラインの周知を行う。 

 ②競技会開始日以前、競技会実施日、競技会終了日以降の各時点における、陽性者（疑いを

含む）の対応については、別途、基準を定める。 
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 ③新型コロナウイルス対策室を設置し、関係者への情報提供、行政や医師会との連携を行い、

近畿ブロック大会前後の新型コロナウイルス感染症に関わる一切の業務を取り仕切ること

とし、関係者に対して、連絡先を明示する。 
 

（２）競技団体 

 ①関係者（競技役員、競技補助員、審判、運営スタッフ、報道員等）の体調把握を行う。 

 ②各中央競技団体等が定めるガイドラインに基づき、適切な感染防止策を講じた競技運営を

実施する。 

 ③競技会開始日以前、競技会実施日、競技会終了日以降の各時点における、陽性者（疑いを

含む）の対応については、別途、大阪府実行委員会が定める基準に沿って対応する。 

 ④体調管理チェックシート（選手団分）のとりまとめを実施する。 

 ⑤競技補助員等として参加する生徒の安全・安心の確保及び負担軽減のため、役割分担の見

直し等を行い、必要人数の削減に努める。 
 

（３）選手団 

 ①各競技（種別・種目）の責任者は、選手・監督・チームスタッフ（予備登録選手・トレー

ナー等を含む）の体調把握を行う。 

 ②競技会開始日以前、競技会実施日、競技会終了日以降の各時点における、陽性者（疑いを

含む）の対応については、別途、大阪府実行委員会が定める基準に沿って対応する 
 

（４）本部役員 

 ①各府県体育・スポーツ協会の責任者は、関係者（各府県体育・スポーツ協会役員・事務局

職員等）の体調把握を行う。 

②競技会開始日以前、競技会実施日、競技会終了日以降の各時点における、陽性者（疑いを

含む）の対応については、別途、大阪府実行委員会が定める基準に沿って対応する 

 

５ 参加者において遵守すべき事項 

（１）選手団（選手・監督・チームスタッフ（予備登録選手・トレーナー等を含む）） 

 ①体調管理チェックシートまたは健康管理アプリケーション「GLOBAL SAFETY」により、競

技会実施２週間前からの健康状態を確認すること。 

 ②期間中は毎日検温を実施し、各競技（種別・種目）の責任者は、全員分の体調管理チェッ

クシートまたは健康管理アプリケーション「GLOBAL SAFETY」の記載を確認したうえで、

各競技の運営責任者へ提出すること。 

 ③競技及びウォームアップ実施以外は、原則としてマスクを着用すること。 
 

（２）競技役員・競技補助員・審判・運営スタッフ等 

 ①体調管理チェックシートまたは健康管理アプリケーション「GLOBAL SAFETY」により、競

技会実施２週間前からの健康状態を確認すること。 

 ②期間中は毎日検温を実施し、各自、体調管理チェックシートまたは健康管理アプリケーシ

ョン「GLOBAL SAFETY」を記載し、各競技の運営責任者へ提出すること。 
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 ③会場内では、原則としてマスクを着用すること。 
 

（３）報道員 

 ①氏名・所属先及び連絡先の提出等、各競技団体の要請に協力すること。 

 ②入場時には、検温を受けること。 

 ③会場内では、原則としてマスクを着用すること。 

④取材人数は、出来る限り少なくし、囲み取材・インタビューは、競技者同意のもと、ソー

シャルディスタンスを確保し実施すること。 
 

（４）観客 

 ①氏名及び連絡先の提出等、各競技団体の要請に協力すること。 

 ②入場時には、検温を受けること。 

 ③会場内では、原則としてマスクを着用すること。 

 ④飛沫感染や接触感染防止のため、以下による応援は自粛すること。 

  ア）大声で歌を歌う、大声を出しての応援、指笛 

  イ）メガホン、トランペット等道具・楽器の使用 

  ウ）タオル、フラッグ等を振り回す 

  エ）ハイタッチ、肩組み 

 

６ 会場内において実施すべき事項（競技団体及び施設管理者において実施） 

（１）競技エリア 

 ①競技特性に応じた対策は、各中央競技団体等が定めるガイドラインに従い実施すること。 
 

（２）受付等 

 ①受付には、手指消毒用アルコールを設置すること。 

 ②人と人が対面する場所は、透明アクリル板やビニールカーテン等で遮蔽する。 

  または、フェイスシールドなどを準備し、対応することとする。 

 ③参加者が距離をおいて（できるだけ２ｍ、最低１ｍ）並べるように目印の設置を行うこと。 
 

（３）手洗い場所・トイレ 

 ①手洗い場所には石けん（ポンプ型が望ましい）を用意すること。 

 ②手洗い後に手を拭くためのマイタオルの持参を求めること。（手指を乾燥させる設備は使用

しないこと） 

 ③トイレ内の複数の参加者が触れると考えられる場所（ドアノブ、水洗トイレのレバー等）

については、こまめに消毒すること。 

 ④手洗いが難しい場合は、手指消毒用アルコールを用意すること。 
 

（４）控室・更衣室などの諸室 

 ①広さにはゆとりを持たせ、密になることを避けること。 

 ②ゆとりを持たせることが難しい場合は、一度に入室する参加者の数を制限する等の措置を

講じること。 
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 ③室内又はスペース内で複数の参加者が触れると考えられる場所（ドアノブ、ロッカーの取

手、テーブル、椅子等）については、こまめに消毒すること。 

 ④換気扇を回す、窓を開ける等、換気に配慮すること。 

 

（５）観客席 

 ①収容定員の 50％以内とする。 

 ②収容定員のない会場は、人と人との距離を十分に確保する（１ｍ以上）。 

 ③仮設スタンド等、収容可能人数の算出が可能な観客席を設置する場合は、収容可能人数の

50％以内とする。 
 

（６）売店・休憩所等 

 ①出店（出展）場所には、透明ビニールカーテンやアクリル板等を設置すること。 

 ②出店（出展）者は、マスク・手袋等を着用し、金銭のやり取りはトレーを介して行うこと。 

 ③参加者が距離をおいて（できるだけ２ｍ、最低１ｍ）並べるように目印の設置を行うこと。 

 ④休憩場所を設置する場合は、密を避けることができるよう座席数に留意し、対面での飲食

は避けること。設置する備品（テーブル・椅子等）は定期的に消毒すること。 

 

７ 宿泊・輸送 

（１）宿泊 

①最新の「宿泊施設における新型コロナウイルス対応ガイドライン」（全国旅館ホテル衛生同

業組合連合会、日本旅館協会、全日本シティホテル連盟）を遵守する宿泊施設に配宿でき

るようブロック大会配宿委託業務担当業者へ協力依頼を行う。 
 

（２）輸送 

 ①参加者が公共交通機関等を利用して移動する際は、マスクの着用、会話の手控え、石けん

による手洗い、手指消毒用アルコールによる消毒等の基本的な感染予防を徹底すること。 

 

８ 監督会議、開始式、表彰式 

（１）監督会議 

 ①監督会議は、感染防止の観点から、各競技団体で協議し、事前に必要な連絡事項をメール、

書面等で周知する等の工夫を検討し、実施しないことが望ましい。実施する場合は、参加

人数の制限による間隔の確保等の感染防止対策を講じること。 
 

（２）開始式、表彰式 

 ①各競技の開始式は、感染防止の観点から、実施しないことが望ましい。実施する場合は、

参加人数の制限による間隔の確保やプログラムの見直しによる時間短縮等の感染防止対策

を講じること。 

 ②表彰式を実施する場合は、参加人数の制限による間隔の確保やプログラムの見直しによる

時間短縮等の感染防止対策を講じること。 
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９ その他 

  本ガイドラインは、新型コロナウイルスの感染拡大等の状況に応じて、随時改訂を行う。 

 

 

【参考資料】 

 

日本スポーツ協会新型コロナウイルス対応関連特集サイト 

https://www.japan-sports.or.jp/about/tabid1278.html 
 

新型コロナウイルス接触確認アプリ 

App Store または Google Play で「接触確認アプリ」で検索してインストールしてください。 
 

Google Play 
https://play.google.com/store/apps/details?id=jp.go.mhlw.covid19radar 

App Store 

https://apps.apple.com/jp/app/id1516764458 

健康管理アプリケーション「GLOBAL SAFETY」 

https://apps.apple.com/jp/app/global-safety/id1543996999 
 

「大阪コロナ追跡システム」ご利用ガイド 

http://www.pref.osaka.lg.jp/attach/38665/00365657/guide_ver5.0.pdf 
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第 76 回（第 77 回冬季）国民体育大会近畿ブロック大会における 

新型コロナウイルス陽性者（疑いを含む）の対応の基準 

 

Ⅰ 体調不良者発生時の対応 

１ 全般 

（１）定義 

・体調不良者は、発熱（37.5℃以上）又は健康調査票の各項目の症状が確認できる者とする。 

（２）対応 

①医療機関等への電話相談 

・府内居住者はかかりつけ医等の地域で身近な医療機関「大阪府診療・検査医療機関」、府外居住者

（近畿ブロック大会に参加するため府内の宿舎に宿泊する者）は、最寄りの「新型コロナ受診相談セ

ンター」へ電話相談し、指示を受ける。 

※大阪府診療・検査医療機関及び新型コロナ受診相談センター一覧は別添のとおり。 

・大阪府診療・検査医療機関又は新型コロナ受診相談センター（以下、「診療・検査医療機関等」という）

へ電話相談した場合、電話した旨及び受けた指示について、競技担当責任者又は大会実施本部に報告

する。 

・各競技担当責任者は、診療・検査医療機関等へ電話相談した報告を受けた場合は、速やかに大会実施

本部へ報告する。 

・大会実施本部は、診療・検査医療機関等へ電話相談した報告を受けた場合は、速やかに各競技担

当責任者及び日本スポーツ協会ならびに大阪府保健医療室感染症対策企画課へ連絡する。 

②会場における準備 

・競技会場においては、体調不良者が確認された場合に備え、会場内に隔離できる部屋又はパーテ

ィションで仕切ったコーナー（以下、「隔離室」という）を設ける。 

・隔離室には、医療用個人防護具（マスク、手袋、フェイスシールド等）を常備する。 

 

③感染が確認された場合 

・会期中に、新型コロナウイルス感染症への感染が確認された者があった場合は、速やかに主催者

会議を開催し、大会継続の可否を検討する。 

・感染が確認された者は、大阪府内の宿泊療養施設への入所や入院など管轄保健所の指示に従い、

療養する。 

 

２ 競技会場 

（１）受付 

 ・競技会場の受付にて体調不良者を確認した場合は、会場内への入場を許可せず、帰宅又は帰宿さ
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せる。 

・診療・検査医療機関への移動は、原則、本人又は選手団の責任で行う。 

・受付担当者は、入場を許可しない者があった場合は、速やかに競技担当責任者へ報告する。 

（２）会場内 

・競技会場には、体調不良者を隔離できる隔離室を最低１箇所以上用意しておく。なお、隔離 

室は、常設の救護所とは別に確保する。 

・競技担当責任者は、体調不良者の対応担当者を決めておく。 

・体調不良者に対応する者は極力制限（できるだけ担当者１名）し、対応時に必ずマスク及びフェイス

シールド、手袋を着用する。 

・担当者は、体調不良者を隔離室に隔離するとともに、選手団帯同スポーツドクターや救護所スタ

ッフと協議し、診療・検査医療機関等に相談し、指示を受ける。 

・診療・検査医療機関への移動は、原則、本人又は選手団の責任で行う。 

・隔離室は窓を開放するなど可能な限り換気を行い、体調不良者が退室した後は、接触部分（ドアノ

ブ、机、椅子など）を消毒する。 

 

３ 宿舎 

・宿舎又は自宅において、体調不良者（競技会場の受付において、帰宅又は帰宿を促された者を含

む）が確認された場合は、診療・検査医療機関等へ電話相談し、指示を受けるとともに、下記

「参加者区分別報告先」のとおり、診療・検査医療機関等へ電話した旨及び受けた指示について

報告する。 

・宿舎では、体調不良者は、客室内に待機するとともに、体調不良者と同部屋に宿泊している宿泊

者は別室に移動し待機する。 

・宿泊施設は、体調不良者に対応する従業員を極力制限し、対応時には必ずマスク及びフェイスシ

ールド、手袋を着用する。 

・診療・検査医療機関への移動は、原則、本人又は選手団の責任で行う。 

 

４ 会期後 

・一般観覧者のうち、会場地を出た日の翌日から 14 日の間に、新型コロナウイルス感染症への感染

が確認された者は、下記「参加者区分別報告先」のとおり、本人又は所属を通じて、速やかに報

告する。 

・競技担当責任者が感染者の報告を受けた場合は、速やかに大会実施本部へ報告する。 

・大会実施本部は感染者の報告を受けた場合は、速やかに日本スポーツ協会及び大阪府保健医療室感

染症対企画課へ連絡する。 
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【参加者区分別報告先】 

参加者区分 会期中の報告先 会期後の報告先 

監督・選手・コーチ 競技担当責任者 大会実施本部 

選手団本部役員 大会実施本部 大会実施本部 

大会役員 大会実施本部 大会実施本部 

競技会役員、競技役員 競技担当責任者 競技担当責任者 

招待者 競技担当責任者 競技担当責任者 

報道員 大会実施本部 大会実施本部 

施設管理者 競技担当責任者 競技担当責任者 

運営委託業者 競技担当責任者 競技担当責任者 

一般観覧者 競技担当責任者 競技担当責任者 

 

【報告先電話番号】 

  大会実施本部（会期中・会期後とも） 06-6643-5234 

 

 Ⅱ 感染者発生周知方法 

・大会期間中又は大会終了後から会場地を出た日の翌日から 14日の間に、大会関係者及び一般観覧

者の中に、新型コロナウイルス感染症の感染が確認された場合、大会公式Ｗｅｂ上に、感染者が滞在し

た可能性のある競技名、会場、日時、区分、概要等を記載する他、大会実施本部から、以下のと

おりメールにて連絡を行う。 

 

区分 連絡先 

監督・選手・コーチ 選手団（都道府県体育・スポーツ協会担当者） 

選手団本部役員 選手団（都道府県体育・スポーツ協会担当者） 

大会役員 本人又は所属担当者 

競技会役員、競技役員 競技会本部を通じて本人又は所属担当者 

招待者 本人又は所属担当者 

報道員 本人又は所属担当者 

施設管理者 競技会本部を通じて本人又は所属担当者 

運営委託業者 競技会本部を通じて本人又は所属担当者 

一般観覧者（上記以外） 個別通知は行わない。 (事前に大会公式Ｗｅｂ上に掲載

する旨を周知) 
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診療・検査医療機関一覧 

 

１ 診療・検査医療機関【府内居住者】 

かかりつけ医又は大阪府公式 Web に掲載する大阪府診療・検査医療機関。 

【相談窓口】 

   専用電話     ０６-６９４４-８１９７ 

   ファクシミリ   ０６-６９４４-７５７９ 

【相談受付時間】 

  午前 9 時から午後 6時まで （土曜・日曜・祝日も対応） 

   ※一般的な質問は大阪府ホームページ等を参照してください。 

http://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/osakakansensho/corona-denwa.html 

 

（ＱＲコード） 

 

 

 

 

２ 新型コロナ受診相談センター一覧 (令和 2年 11 月 24 日現在) 

土日祝日を含め、終日つながります 

センター名 電話番号 FAX 

大阪府池田保健所 

大阪府茨木保健所 

大阪府守口保健所 

大阪府四條畷保健所 

大阪府藤井寺保健所 

大阪府富田林保健所 

大阪府和泉保健所 

大阪府岸和田保健所 

大阪府泉佐野保健所 

06-7166-9911 06-6944-7579 

大阪市保健所 06-6647-0641 06-6647-1029 

堺市保健所 072-228-0239 072-222-9876 

高槻市保健所 
072-661-9335 

※050-3531-5598 
072-661-1800 

別添 
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2 
 

センター名 電話番号 FAX 

東大阪市保健所 072-963-9393 072-960-3809 

豊中市保健所 
06-6151-2603 

※050-3531-0361 
06-6152-7328 

枚方市健康福祉部 072-841-1326 072-841-5711 

八尾市保健所 072-994-0668 072-922-4965 

寝屋川市保健所 072-829-8455 072-829-1247 

吹田市保健所 
06-7178-1370 

※050-3531-5598 
06-6339-2058 

 

※休日等の時間外に電話をされた際は、自動ガイダンスに切り替わりますので、指示に従ってくだ

さい。 

なお、※の電話番号がある保健所は、休日等の時間外に繋がる専用番号です。 

 

 

３ 大阪府保健医療室感染症対策企画課 

 電話番号 06-6941-0351（府庁代表） 内線 2653,2697 

 ＦＡＸ  06-6941-9323 
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様式２  
第７６回国民体育大会近畿ブロック大会 

 
 

健康チェックシート（一般観覧者用） 

 
令和３年  月  日 

 
 

１ 起床時体温 

  ℃ 
 
 

２ 過去２週間における以下の事項の有無 
 

平熱を超える発熱（おおむね 37.5℃以上） 【 有 ・ 無 】 

咳、のどの痛みなど風邪の症状 【 有 ・ 無 】 

だるさ（倦怠感）、息苦しさ（呼吸困難） 【 有 ・ 無 】 

嗅覚や味覚の異常 【 有 ・ 無 】 

体が重く感じる、疲れやすい等 【 有 ・ 無 】 

新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触 【 有 ・ 無 】 

同居家族や身近な知人に感染が疑われる方 【 有 ・ 無 】 

政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている

国、地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触 

 

【
 

有 
 

・ 
 

無
 

】 

※ 濃厚接触とは、「感染者に必要な感染予防策をせずに手で触れること、または対面で人と人 

との距離が近い接触（１ｍ程度）が一定時間（１５分）以上続くこと」と定義します。 

 

氏名： 年齢： 

 
 

住所： 

 
 

電話番号： メール： 

 

 

 

本日より２週間以内に新型コロナウイルス感染症への感染が確認された場合は、 

大会実施本部（TEL 06-6643-5234） に速やかに報告して下さい。 
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第 回 第 回冬季 国民体育大会近畿ブロック大会

参加選手・監督【交代（変更）届・棄権届】

１ 参加申込者 

競技名 種別 種目

参加申込者名

 
２ 交代（変更）・棄権の理由 

３ 交代（変更）者 ※棄権の場合は記入不要 
フリガナ

生年月日
年 月 日生

（ 歳）氏 名

所属区分※１ 所属の所在地※２

プログラム掲載用所属

第 回大会参加

都 道 府 県 名

第 回大会参加

都 道 府 県 名

例外適用

※３

中央競技団体

登 録 の 有 無
有 ・ 無

有の場合

番 号 等

その他の必要事項

身長、体重、記録、段位

等

※１ 第 回大会（都道府県予選会、ブロック大会）所属都道府県について、次のいずれを選択し

て参加したかを記入。
成年種別［ア．居住地を示す現住所 イ．勤務地 ウ．ふるさと］

少年種別［ア．居住地を示す現住所 イ．学校教育法第１条に規定する学校の所在地 ウ．勤務地

エ．｢ エリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」に定める小学校の所在地］

※２ 所在地は、市区町村名まで記入。ふるさとを選択した場合には「卒業学校名」を記入。

※３ 今回（第 回大会）と第 回大会（不出場の場合は第 回大会）の参加都道府県が異なる

場合のみ記入。［１ 新卒業者 ２ 結婚又は離婚 ３ ふるさと（成年） ４ 一家転住（少年）

５． エリートアカデミー（少年） ６ 東日本大震災に係る特例措置］

令和 年 月 日

ア 大 阪 府 実 行 委 員 会 会 長 殿

イ 大 阪 府 競 技 団 体 会 長 殿

府県体育・スポーツ協会名 協会

会長

府県当該競技団体名 協会・連盟

会長 印 

印 

※「交代(変更)届」又

は「棄権届」のいずれ

かを○で囲むこと 
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